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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

全
米
日
系
人
博
物
館
（
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
）
は
６

月
18
日
、
第
二
次
世
界
対
戦
中

に
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
が
強
制

収
容
さ
れ
た
マ
ン
ザ
ナ
ー
国
定

史
跡
や
ミ
ニ
ド
カ
国
定
史
跡
を

含
む
国
定
史
跡
や
国
立
公
園
に

お
い
て
「
訪
問
者
に
ア
メ
リ
カ

史
を
批
判
す
る
内
容
と
み
な
さ

れ
る
情
報
」
を
報
告
す
る
よ
う

促
す
標
識
を
設
置
し
た
こ
と
を

非
難
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
統
領
令
「
ア

メ
リ
カ
史
に
真
実
と
健
全
性

を
回
復
す
る
」
に
基
づ
き
、

２
０
２
５
年
5
月
20
日
に
米
国

内
務
省
長
官
が
発
行
し
た
覚

書
、
お
よ
び
２
０
２
５
年
6
月

9
日
に
国
立
公
園
局
の
会
計
監

査
官
が
発
行
し
た
指
示
書
に

続
く
も
の
。
同
博
物
館
の
ア

ン
・
バ
ロ
ウ
ズ
館
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
「
こ
れ
ら
の
指
針
は
、
公
園

管
理
者
に
、
ア
メ
リ
カ
史
を
お

と
し
め
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た

標
識
、
展
示
、
映
画
、
そ
の
他

の
一
般
公
開
コ
ン
テ
ン
ツ
を
特

定
し
、
注
意
書
き
を
付
け
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、
現
政
権
の
よ
り
広

範
で
継
続
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
一
部
で
あ
り
、
多
様
性
と
民

主
主
義
の
基
盤
と
な
る
原
則
を

解
体
し
、
現
政
権
が
好
ま
し
い

と
す
る
歴
史
解
釈
に
反
す
る
歴

史
的
な
叙
述
を
制
限
し
、
有
色

人
種
や
女
性
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
Ｉ

Ａ
＋
、
そ
の
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
貢
献
を
ア
メ
リ
カ
史
か

ら
抹
消
す
る
目
的
を
有
し
て
い

る
」
と
非
難
し
て
い
る
。

　

特
に
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
は
こ
の
新
た

な
指
針
に
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
日
系
ア
メ
リ
カ
人
が
不
当

に
収
容
さ
れ
た
マ
ン
ザ
ナ
ー
や

ミ
ニ
ド
カ
の
よ
う
な
歴
史
的
な

場
所
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
、
深
く
懸
念
を
抱
い
て

い
る
。「
活
動
を
支
援
し
て
い

る
連
邦
の
機
関
が
広
く
解
体
さ

れ
、
歴
史
の
全
面
的
な
抹
消
を

試
み
る
動
き
が
行
わ
れ
て
い
る

中
で
、
こ
れ
ら
は
、
よ
り
公
正

な
ア
メ
リ
カ
を
実
現
す
る
上
で

何
の
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
を

改
め
て
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
の

影
響
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
定
史

跡
や
国
立
公
園
の
枠
組
み
を
は

る
か
に
超
え
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

歴
史
の
改
ざ
ん
や
民
主
主
義
へ

の
脅
威
に
対
し
、
対
峙
し
続
け

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
「
歴
史
は
検
閲
や

政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
屈
し

な
い
。
歴
史
は
正
直
で
透
明
な

対
話
と
、
過
去
が
現
在
と
未
来

を
形
作
る
方
法
を
理
解
す
る
継

続
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
求

め
る
。
当
館
は
、
私
た
ち
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
体
現
し
続
け
、
歴

史
が
完
全
な
形
で
、
真
実
に
基

づ
い
て
伝
え
ら
れ
、
歴
史
の
教

訓
が
未
来
に
継
承
さ
れ
る
よ
う

活
動
を
続
け
て
い
く
」
と
バ
ロ

ウ
ズ
館
長
は
発
表
し
て
い
る
。

　

マ
ン
ザ
ナ
ー
強
制
収
容
所

＝
（Manzanar internment 

camp

）
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
イ
ン
ヨ
ー
郡
に
あ
っ

た
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
収
容

所
の
ひ
と
つ
。
正
式
名
称
は

「Manzanar W
ar Relocation 

Center

」。
現
在
は
マ
ン
ザ

ナ
ー
国
定
史
跡
（Manzanar 

National Historic Site

）
と

し
て
整
備
・
保
存
さ
れ
て
い

る
。
第
二
次
世
界
対
戦
中
の

１
９
４
２
年
2
月
19
日
に
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
が
発
し
た
大
統
領
令

９
０
６
６
号
に
よ
っ
て
翌
3

月
に
開
設
さ
れ
た
。
日
系
2

世
、
３
世
を
含
む
日
本
人
約

11
万
２
０
０
０
人
が
強
制
立
ち

退
き
さ
せ
ら
れ
た
。
マ
ン
ザ
ナ

ー
収
容
所
は
日
系
ア
メ
リ
カ
人

が
収
容
さ
れ
た
10
か
所
の
収
容

所
の
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
最
大
時
に
は
１
万
46
名

を
収
容
し
、
収
容
さ
れ
た
総
数

は
合
計
で
1
万
１
０
７
０
名
と

な
っ
た
。
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に

お
い
て
第
2
位
の
標
高
を
持
つ

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
山
を
含
む
シ
エ

ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
の
麓
、
モ
ハ
ビ

砂
漠
に
設
置
さ
れ
た
。
建
造
物

の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
１
９
４
０

年
代
後
半
に
売
却
・
解
体
さ
れ
、

土
地
は
１
９
４
２
年
か
ら
所
有

し
て
い
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
水

道
電
力
局
に
返
却
さ
れ
た
。
後

年
に
収
容
所
問
題
が
取
り
沙
汰

さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
国
立
公
園

局
に
よ
っ
て
同
地
区
は
史
跡
と

し
て
保
存
さ
れ
、
バ
ラ
ッ
ク
と

ト
イ
レ
が
復
元
さ
れ
た
。

　

全
米
日
系
人
博
物
館
＝
（
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｍ
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
は
、

１
９
８
５
年
リ
ト
ル
東
京
に
設

立
。
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
経
験

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
民
族
的
・
文
化
的

多
様
性
へ
の
理
解
と
認
識
を
促

進
。
日
系
人
の
強
制
収
容
の
苦

難
か
ら
得
た
教
訓
が
忘
れ
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
民
権

の
擁
護
を
目
的
と
す
る
中
心
的

な
存
在
。（
関
連
記
事
７
面
に
）　

マ
ン
ザ
ナ
ー
強
制
収
容
所
史
跡

大
統
領
令
で
反
米
展
示
の
警
告
標
識
設
置

全
米
日
系
人
博
物
館
が
非
難
声
明有刺鉄線の中で

　第二次世界大戦中、カリフォルニア州マンザナーの日系人収容所で密かに記録写真を撮り
続けた日系人写真家、宮武東洋（1895 ～ 1979）が撮影した写真の一枚。（少年たちは、左か
らタカモト・ノリト、マサイチ・アルバート、サンスイ・ヒサシ）。（Photo ：Toyo Miyatake 
Studio ／ Three Boys Behind Barbed Wire, Manzanar Internment Camp）

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
６
月

25
日
、
米
軍
に
よ
る
イ
ラ
ン
核

施
設
攻
撃
に
つ
い
て
、
長
崎
と

広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
な

ぞ
ら
え
る
発
言
を
し
、
日
本
で

非
難
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
６
月
25

日
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条

約
機
構
）
の
マ
ル
ク
・
ル
ッ
テ

事
務
総
長
と
の
会
談
の
際
、
イ

ラ
ン
核
施
設
へ
の
米
軍
に
よ
る

攻
撃
の
成
果
を
強
調
し
た
上

で
、「
あ
の
攻
撃
で
戦
争
は
終

わ
っ
た
」、「
広
島
の
例
は
使
い

た
く
な
い
。
長
崎
の
例
も
使
い

た
く
な
い
。
し
か
し
本
質
的
に

は
同
じ
こ
と
だ
っ
た
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
同
日
の
記
者
会
見

で
も「
広
島
や
長
崎
を
み
れ
ば
、

あ
れ
が
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
違
う
形

で
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
」
と
語

っ
た
。

　

こ
う
し
た
発
言
に
対
し
、
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

「
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
」（
日
本
被
団
協
）
の
代

表
委
員
の
箕
牧
智
之
氏
は
「
受

け
入
れ
ら
れ
る
発
言
で
は
な

い
。
被
爆
80
年
を
迎
え
る
の

に
あ
の
悲
惨
な
経
験
が
わ
か

っ
て
い
な
い
。
広
島
、
長
崎

で
（
１
９
４
５
年
末
ま
で
に
）

21
万
人
が
亡
く
な
っ
た
重
さ
を

受
け
止
め
て
い
な
い
」
と
述
べ

た
。横
山
照
子
代
表
理
事
は「
原

爆
投
下
は
ど
う
い
う
理
由
が
あ

っ
て
も
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
で
、
正
当
化
す
る
よ
う
な
発

言
に
は
怒
り
し
か
な
い
」
と
語

っ
た
。

　

長
崎
市
の
鈴
木
史
朗
市
長
は

26
日
、「
仮
に
原
爆
投
下
を
正

当
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
被
爆
地
と
し
て
大
変
遺
憾

に
思
う
」
と
話
し
た
。
広
島
で

は
26
日
、
県
被
団
協
と
原
水
爆

禁
止
広
島
県
協
議
会
（
県
原
水

協
）
の
呼
び
か
け
で
約
50
人
が

集
ま
り
抗
議
集
会
が
開
か
れ

た
。
広
島
市
議
会
は
同
日
、「
原

爆
使
用
を
正
当
化
す
る
発
言
を

看
過
、
容
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
す
る
決
議
を
可
決
し

た
。（
日
本
政
府
の
見
解
と
米

国
の
論
調
７
面
に
）

広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下

「
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
本
質
同
じ
」

ト
ラ
ン
プ
発
言
に
日
本
で
怒
り
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糸
井
七
重
さ
ん
は
、

２
０
１
１
年
に
来
米
、

２
０
２
３
年
に
ハ
ン
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
を
卒
業
後
ミ
ク
ス
ト
メ
デ

ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動

を
し
て
い
る
。
和
紙
や
墨
な
ど

の
日
本
の
伝
統
的
な
素
材
と
、

Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
や
モ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
、
セ
ン
サ

ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
の
最
新
メ
デ
ィ
ア

技
術
を
掛
け
合
わ
せ
、
現
実
と

デ
ジ
タ
ル
の
境
界
線
で
五
感
を

刺
激
し
、
身
体
と
空
間
を
巻
き

込
む
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ア

ー
ト
体
験
を
生
み
出
し
て
い

る
。
創
作
の
中
心
に
は
、「
人

間
の
思
考
の
構
造
」「
哲
学
的

な
問
い
」「
錯
覚
や
洗
脳
と
い

っ
た
認
知
の
揺
ら
ぎ
」「
脳
科

学
へ
の
興
味
」
と
い
っ
た
、
目

に
見
え
な
い
内
面
世
界
を
視

覚
・
聴
覚
・
触
覚
で
可
視
化
す

る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
と
い

う
。
ア
ー
ト
を
通
し
て
「
見
え

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」

「
信
じ
る
と
は
何
か
？
」
と
い

う
問
い
を
立
ち
上
げ
、
観
る
人

そ
れ
ぞ
れ
の
「
思
考
の
旅
」
を

誘
発
す
る
よ
う
な
空
間
を
つ
く

り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
糸
井
さ
ん
の
作
品
は
、
観

客
が
身
体
を
通
し
て
関
わ
り
、

他
者
と
時
間
を
共
有
す
る
体
験

そ
の
も
の
。
観
る
・
触
れ
る
・

聴
く
・
動
く
と
い
っ
た
行
為
の

な
か
で
、
自
分
自
身
の
認
知
や

感
情
と
向
き
合
い
、
周
囲
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
「
共
鳴
す
る
場
」
を
設
計
し

て
い
る
。

　

日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中

心
に
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
お
り
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

を
ダ
ン
サ
ー
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
音

と
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
を
使
っ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
Ａ
Ｉ
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た

実
験
的
作
品
を
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
て
い
ろ
ん
な
種
類
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
思
考

と
感
覚
、そ
し
て
人
と
人
の
間
、

人
と
デ
ジ
タ
ル
の
間
に
あ
る

「
見
え
な
い
も
の
」
を
照
ら
し

出
す
こ
と
。
そ
れ
が
活
動
の
根

幹
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
美
容
サ
ロ
ン

な
ど
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ

ッ
ピ
ン
グ
の
映
像
を
発
表
し
て

い
る
。
Ａ
Ｉ
を
駆
使
す
る
こ
と

で
１
０
０
年
前
の
写
真
が
実
際

に
動
き
出
し
た
り
、
笑
顔
に
な

っ
た
り
、
数
年
前
ま
で
は
不
可

能
だ
っ
た
映
像
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
現
代
。
最
前
線
で

ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
が
手
探
り

で
作
り
出
す
新
し
い
も
の
と
自

分
の
ア
ー
ト
作
品
と
の
融
合
を

追
求
し
て
い
る
毎
日
だ
。
京
都

出
身
。（
三
浦
良
一
記
者
、
写

真
は
本
人
提
供
）　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
に
共
感
の
場
を

ウェブデザイナー
ミクストメディア・アーティスト

糸井 七重さん　

　

６
月
末
の
記
録
的
な
暑
さ

で
Ｎ
Ｙ
も
一
気
に
夏
気
分
で

す
。
皆
様
お
元
気
に
夏
を
お
迎

え
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
ま

た
は
ボ
ア
ド
ロ
ー
ズ
と
呼
ば

れ
る
精
油
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
を
原
産
と

す
る
楠
木
科
の
高
木
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
や
ペ
ル
ー
で
主
に
生
産

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
シ
ャ
ネ

ル
５
番
を
始
め
香
料
原
料
と

し
て
多
量
に
使
わ
れ
た
た
め

１
９
８
０
年
頃
か
ら
木
の
数

が
激
減
し
、
現
在
は
絶
滅
危
惧

種
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
育
て
ら
れ
、

木
を
切
り
倒
す
こ
と
な
く
各

部
を
利
用
す
る
こ
と
で
品
質

の
良
い
精
油
が
作
ら
れ
、
厳
し

い
規
制
を
通
過
し
少
し
ず
つ

市
場
に
出
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
コ
ス
メ
原
料
の
展

示
会
を
訪
れ
、
今
回
が
初
め
て

の
参
加
と
い
う
ペ
ル
ー
の
ロ

ー
ズ
ウ
ッ
ド
精
油
の
生
産
者

と
出
会
い
ま
し
た
。
テ
ス
タ
ー

紙
に
付
け
て
く
れ
た
香
り
は

私
の
記
憶
に
あ
る
ロ
ー
ズ
ウ

ッ
ド
の
中
で
特
上
の
香
り
で

し
た
。
蒸
留
担
当
の
方
の
会
話

か
ら
情
熱
と
試
行
錯
誤
の
賜

物
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
伝
わ

っ
て
き
て
、

甘
く
フ
ロ

ー
ラ
ル
で

上
品
な
華

や
か
さ
、
深

く
リ
ッ
チ

で
落
ち
着

き
の
あ
る

木
の
香
り
は
テ
ス
タ
ー
紙
の

上
で
翌
日
も
翌
々
日
も
続
い

て
い
ま
し
た
。
３
週
間
た
っ
た

今
で
も
ほ
の
か
に
良
い
香
り

だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
至
極

の
逸
品
と
も
言
え
る
よ
う
な

香
り
は
、
ま
さ
に
自
然
と
植
物

と
人
間
の
共
同
作
業
で
生
ま

れ
得
た
「
美
」
そ
の
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

【
効
能
】
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
の
精

油
は
リ
ナ
ロ
ー
ル
と
い
う
成

分
が
約
80
％
を
占
め
、
穏
や
か

な
抗
菌
作
用
を
持
ち
、
肌
へ
の

刺
激
も
少
な
く
、
細
胞
の
活
性

化
を
促
進
し
ま
す
。
ス
キ
ン
ケ

ア
、
ボ
デ
ィ
ケ
ア
、
ヘ
ア
ケ
ア

に
大
変
使
い
易
く
、
１
〜
３
％

に
薄
め
て
ご
使
用
下
さ
い
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を

実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com
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https://kj-artist.jp/
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7 月 NY日系人会の行事

　

パ
ー
ル
ア
ー
ト
作
家
、
上
村

栄
司
（
う
え
む
ら
・
え
い
じ
）

さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
９
回

目
と
な
る
展
示
会
が
６
月
24
日

か
ら
28
日
ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
。

　

光
の
下
で
は
普
通
の
真
珠
な

の
だ
が
暗
が
り
の
中
で
自
ら
赤

や
青
に
発
光
す
る
真
珠
。
こ
の

「
ホ
タ
ル
真
珠
」
を
パ
ー
ル
ア

ー
ト
作
家
で
自
ら
真
珠
養
殖
も

手
が
け
る
、
上
村
さ
ん
と
そ
の

チ
ー
ム
が
５
年
を
か
け
て
世
界

初
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　

上
村
さ
ん
は
昨
年
開
催
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
展
示
会

に
こ
の
試
作
品
を
持
参
、
初
め

て
公
開
し
た
。
普
通
の
真
珠
に

光
を
当
て
る
と
、
光
を
吸
収
し

て
暗
が
り
で 

蛍
の
よ
う
に 

内

側
か
ら
美
し
い
赤
や
青
の
光
を

発
光
さ
せ
る
。
今
回
も
展
示
会

場
で
披
露
す
る
と
、
参
加
者
た

ち
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ

た
。
日
本
で
は
昨
年
12
月
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
話
題
に
な
っ
た
。
今
回
の
展

示
会
期
間
中
と
な
る
６
月
26
日

に
は 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
あ
さ
イ
チ
」

で
も
紹
介
さ
れ
た
。「
バ
ー
に

行
っ
て
、
店
で
自
分
の
つ
け
て

い
る
真
珠
が
余
り
光
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
も
し
こ
れ
が
光

っ
て
い
た
な
ら
な
あ
」
と
い
う

思
い
が
開
発
の
発
端
だ
っ
た
と

い
う
。
上
村
さ
ん
は
、 

三
重
県

南
伊
勢
で
祖
父
の
代
か
ら
真
珠

養
殖
を
営
む
３
代
目
。
真
珠
に

限
り
な
い
愛
情
を
注
ぎ
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な

パ
ー
ル
ア
ー
ト
作
家
だ
。

光る真珠披露
NYで驚きの声
上村栄司さん

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
で
6
月
25
日
、
日

本
酒
輸
出
協
会
に
よ
る
日
本
酒

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
今
回

で
29
回
目
を
迎
え
る
同
イ
ベ
ン

ト
は
、
今
年
も
大
盛
況
で
約

２
６
０
人
の
来
場
者
が
あ
っ

た
。
Ｊ
Ｓ
で
長
く
続
く
人
気
の

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
だ
。

　

参
加
し
た
の
は
、
日
本
か

ら
南
部
美
人
（
岩
手
県
）、
奥

の
松
酒
造
（
福
島
県
）、
天

鷹
酒
造
（
栃
木
県
）、
八
海

醸
造
（
新
潟
県
）、
天
山
酒

造
（
佐
賀
県
）。
そ
し
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
を

製
造
し
て
い
るDassai Blue 

Sake Brewery

、Kato Sake 
W
orks

、Brooklyn Kura

も

参
加
。
8
蔵
の
29
銘
柄
が
並
ん

だ
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
麹
を

使
っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
酒
造

り
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
財

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
前

に
は
日
本
酒
伝
道
師
の
ジ
ョ

ン
・
ゴ
ン
ト
ナ
ー
氏
が
、
ス
ラ

イ
ド
を
交
え
て
麹
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
講
演
後
麹
の
試
食
も

あ
っ
た
。
Ｊ
Ｓ
で
日
本
語
講
座

を
受
講
し
て
い
る
と
い
う
来
場

者
の
男
性
は
「
今
回
初
め
て
酒

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
が
、
日

本
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
」
と
話
し

て
い
た
。
Ｊ
Ｓ
の
イ
ベ
ン
ト
担

当
の
ピ
ー
タ
ー
・
タ
タ
ラ
氏
は

「（
華
氏
）
１
０
０
度
に
近
い
猛

暑
の
中
、
幅
広
い
年
齢
や
さ
ま

ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
の
人

た
ち
が
日
本
酒
を
楽
し
む
た
め

に
一
堂
に
会
し
、
素
晴
ら
し
い

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
3
ブ
ル
ワ
リ
ー
も
参

加
し
て
く
れ
た
こ
と
は
と
て
も

良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。
今
回

初
め
て
参
加
し
たKato Sake 

W
orks

の
オ
ー
ナ
ー
杜
氏
の

加
藤
忍
氏
は
「
猛
暑
の
中
多
く

の
来
場
者
が
あ
り
、
日
本
酒
と

サ
ケ
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

改
め
て
実
感
で
き
る
機
会
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

日
本
酒
の
会
大
盛
況

■ 7月 4日（金）独立記念日‐ JAAは休館
■ 7 月 10 日 ( 木 ) 12pm-2pm「 七 夕 敬 老 会 」 お 食 事 は

BENTONのお弁当です。この夏を安全に過ごすために
NYPD制作「シニアのための防犯ガイドブック」の紹介とイ
ザベラハウスの紹介。ランチ代：JAA会員 $5。 敬老会参加とお
弁当ピックアップとランチデリバリーもご予約ください。

■ 7月 11日（金）10:30am-12pm Apple Kids企画「灘田篤子
さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」$5/
one family 

■ 7月 12日（土）6:30pm-9pm「第 9回七夕フェスティバル」
On the East River Promenade in Carl Schurz Park(walk

    east from the entrance at 86th St. and East End Avenue) NY
混声コーラスの歌声で始まり、折紙、彦星と織姫の紙芝居、
BONダンサー指導の盆踊りと続きます。ゆかたなどを着て
楽しみましょう！ The Amateur Astronomers Association of 
NYの協力で、望遠鏡で大空の星を身近に見ることが出来ま
す。お弁当は各自ご持参ください。どなたでもご参加できま
す。雨天中止。

■ 7月 14日（月）10am-12pm「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さん、上田和則さ
んがヘアカットを行ないます。お早めにご予約下さい。

■ 7月 17日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士の米国移民
法の無料電話相談室」ご相談の方はご予約下さい。各 15分　
要予約

■ 7月 17日（木）12pm-2pm「J Orchestra 出演者による健康
に関する講演会とミニコンサート」7月 18日にカーネギー
ホールで公演の J Orchestra は全員医療関係者です。

■ 7月 21日 (月）1pm-2:30pm 「しゃべって！　笑って！ハッ
ピーライフ！」（企画：幸せ運び隊）参加費 $5

■ 7月 23日（水）6:30pm- オンライン理事会
■ 7月 24日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝
川玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相
談 -Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」
各 30分。ご予約下さい。

■ 7月 24日 (木 ) 12pm-2pm「土用の丑の日敬老会」鰻のかば
焼き弁当です。「暑い夏を元気に過ごしてください」とのメッ
セージ付きです。参加費＄５。会場参加、デリバリー、ピッ
クアップ、お早めにご予約ください。三上クニさんのジャズ
ピアノと IWAKI BANDの歌と演奏をお楽しみください。7月
のお誕生会をします！

■ 7 月 27 日（ 日 ）National Baseball Hall of Fame Museum 
ICHIRO INDUCTION TOURイチロー選手の殿堂入りセレモ
ニーを皆様とご一緒に観覧しませんか？ JCCI/JAAでのツ
アーは一人 $305。セレモニーは 1:30-3:30に行われます。
詳細は https://baseballhall.org/

■ 8月 2日（土）10am-2pm 「夏のフリーマーケット」開催。衣類、
雑貨、アクセサリー、バッグ、本、食器等のご寄付をお願い
します。寄付は 7月 30日まで受け付けます。ショッピング
を楽しんでください。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

光
を
照
射
す
る
と
光
を
吸
収
し
て
暗
闇
で
光
る
ホ
タ
ル
真
珠

https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.takesushi.us/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://hinomaru-limo.com
https://qbhouseusa.com/
http://www.easeny.com/
https://www.samuraipapabk.com/
https://baseballhall.org/
mailto:info@jaany.org
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こ
の
文
章
を
読
む
方
の
中
に
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
バ
レ
ー

（Manhattan Valley)

」
と
聞
い
て
ど
の
エ
リ
ア
か
ピ
ン
と

く
る
方
は
ど
れ
だ
け
い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
。

　
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
バ
レ
ー
」
は
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
・

サ
イ
ド
の
一
部
で
96
丁
目
か
ら
１
１
０
丁
目
、
わ
ず
か
14
ブ

ロ
ッ
ク
程
の
エ
リ
ア
の
こ
と
を
さ
す
。
か
つ
て
レ
ナ
ペ
族
が

居
住
し
た
こ
の
エ
リ
ア
に
流
れ
る
小
川
が
土
地
を
侵
食
し
て

緩
や
か
な
谷
間
を
作
り
、
そ
れ
が
地
名
と
し
て
根
付
い
た
。

特
に
１
９
５
０
年
代
に
は
ド
イ
ツ
人
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が

多
く
移
り
住
み
、
住
宅
地
と
し
て
の
人
気
が
定
着
し
た
。

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
を
挟
ん
で
反
対
側

の
イ
ー
ス
ト
ハ
ー
レ

ム
の
陽
気
な
明
る
さ

と
比
べ
る
と
、
落
ち

着
き
と
穏
や
か
さ
が

印
象
的
な
こ
の
エ
リ

ア
に
は
良
質
の
ブ
ラ

ウ
ン
・
ス
ト
ー
ン
が

多
数
残
っ
て
い
る
。

4
月
に
は
な
だ
ら
か

な
丘
に
桜
が
見
事
に

咲
き
誇
り
、
道
行
く

も
の
の
目
を
奪
う
。

チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
や
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ビ
ュ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
秀
逸
な
建
築

物
が
多
数
残
る
こ
の
エ
リ
ア
は
休
日
の
散
策
に
も
良
い
。
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
沿
い
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
も
充
実
し
て
い

る
。
駅
か
ら
徒
歩
2
分
、
使
用
可
能
な
フ
ァ
イ
ア
ー
プ
レ
イ

ス
付
き
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
緑
が
望
め
る
た
っ
ぷ
り
サ

イ
ズ
、
１
０
５
丁
目
に
あ
る
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
家
賃

３
０
９
５
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、
Ｅ
メ

ー
ルhiroshi@amorealty.com

キ
シ
ロ
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
Ａ
Ｍ
Ｏ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
）

ニューヨーカーも知らない「マンハッタン・バレー」

　

２
０
１
９
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
が
ミ
ネ
オ
ラ
駅
前
の
ウ

ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ
病
院
を
併
合

し
、
隣
接
地
に
医
学
部
の
新
ビ

ル
を
建
設
し
て
以
来
、
駅
周
辺

の
雰
囲
気
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
・
ナ
ッ
ソ
ー
郡
の
裁
判
所
や

庁
舎
な
ど
、
行
政
機
関
を
中
心

と
し
た
官
庁
街
の
色
合
い
が
強

い
地
域
で
し
た
が
、
近
年
で
は

大
学
や
病
院
関
係
者
な
ど
若
年

層
の
流
入
が
進
み
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
か
た
ち
で
高
級
賃

貸
物
件
の
開
発
も
加
速
。
住
民

層
の
変
化
に
伴
い
、
街
全
体
の

雰
囲
気
や
機
能
も
着
実
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
２
３
年
２
月
に

Ｎ
Ｙ
Ｃ
通
勤
圏
の
注
目

タ
ウ
ン
「
ミ
ネ
オ
ラ
」

は
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
支
線

が
開
通
し
、
複
線
化
に
よ
り
交

通
イ
ン
フ
ラ
が
大
幅
に
改
善
。

ミ
ネ
オ
ラ
駅
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
格

段
に
向
上
し
、
朝
の
通
勤
時
間

帯
に
は
最
短
35
分
の
快
速
列
車

も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ブ

駅
と
し
て
列
車
本
数
も
多
く
、

こ
の
利
便
性
の
向
上
が
駅
周
辺

の
再
開
発
を
さ
ら
に
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
や
ク
イ
ー
ン
ズ
に
お
け
る

賃
貸
価
格
の
高
騰
が
あ
り
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ

た
居
住
地
を
求
め
る
人
々
に
と

っ
て
、
ミ
ネ
オ
ラ
は
新
た
な
選

択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ネ
オ
ラ
の
南
側
に

は
、
以
前
よ
り
高
級
住
宅
地
と

し
て
知
ら
れ
る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
ー
が
広
が
っ
て
お
り
、
人
気

の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
が
集
ま

る
お
洒
落
な
エ
リ
ア
で
す
。
さ

ら
に
東
側
に
は
、
東
海
岸
で
も

有
数
の
規
模
を
誇
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

モ
ー
ル
」
が
あ
り
、
車
で
約
10

分
と
い
う
利
便
性
も
大
き
な
魅

力
で
す
。

　

ナ
ッ
ソ
ー
郡
の
中
心
地
と
し

て
発
展
を
遂
げ
る
ミ
ネ
オ
ラ

は
、
今
後
、
不
動
産
投
資
の
有

力
な
候
補
地
と
し
て
も
期
待
が

高
ま
っ
て
い
き
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク
・
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
オ
フ
ィ
ス
／Misa 

Doi Kelly

）

　

在
米
邦
人
の
健
康
と
医
療
を

支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｔ
は
12
日
（
土
）、
代
表

理
事
の
山
田
悠
史
医
師
（
マ
ウ

ン
ト
サ
イ
ナ
イ
医
科
大
学
老
年

医
学
専
門
医
、
米
国
内
科
専

門
医
、
日
本
総
合
内
科
専
門

医
）
＝
写
真
＝
を
講
師
に
「
人

間
ド
ッ
ク
が
な
い
ア
メ
リ
カ
で

知
っ
て
お
き
た
い
が
ん
予
防

検
診
」
と
題
す
る
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
開
催

時
間
は
東
海
岸
が
午
後
８
時
か

ら
９
時
30
分
ま
で
、
西
海
岸
が

午
後
５
時
か
ら
６
時
30
分
ま

で
。
参
加
無
料
。
要
事
前
登
録
。

　

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
何
よ
り
大
切
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の

検
診
の
受
け
方
や
保
険
で
カ
バ

ー
さ
れ
る
内
容
、
日
米
の
検

診
事
情
の
違
い
な
ど
を
解
説

す
る
。
申
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

Support@fl atjp.org　
ま
で
。

が
ん
予
防
検
診
セ
ミ
ナ
ー

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
12
日
に
開
催

https://www.redacinc.com/
mailto:hiroshi@amorealty.com
mailto:hiroshi@amorealty.com
mailto:hiroshi@amorealty.com
mailto:Support@flatjp.org
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後
編
で
は
行
動
チ
ャ
ー
ト
の

作
成
と
、
正
し
く
行
動
修
正
法

を
行
う
た
め
の
注
意
点
・
成
功

の
鍵
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

目
標
と
強
化
子
が
決
ま
れ
ば
、

次
に
実
際
に
ど
の
目
標
が
ど
の

程
度
で
き
た
か
を
記
録
す
る
行

動
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。

日
替
わ
り
、
週
ご
と
他
、
幾
つ

も
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
様
々

な
行
動
チ
ャ
ー
ト
の
サ
ン
プ
ル

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
へ

の
リ
ン
ク
で
す
。
子
供
の
年
齢

や
性
格
等
を
考
慮
し
、
や
り
易

い
も
の
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ

う
。http://www.latitudes.

org/behavioral_charts.
html　

　

あ
る
補
習
校
で
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
が

あ
る
児
童
の
対
応
と
し
て
実
際

に
使
わ
れ
た
日
替
わ
り
チ
ャ
ー

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
目
標
は

「
机
の
下
の
ガ
ム
は
触
ら
な
い
」

と
「
肩
を
ポ
ン
ポ
ン
と
叩
か
れ

た
ら
先
生
の
顔
を
見
て
話
を
聞

く
」
の
２
つ
で
し
た
。
毎
時
限

の
終
わ
り
に
教
師
が
２
つ
の
目

標
が
で
き
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
で
き
て
い
た
ら
そ
の
場
で

子
供
を
褒
め
シ
ー
ル
を
１
つ
ず

つ
貼
り
ま
す
（
強
化
子
）。
各

目
標
が
８
割
以
上
で
き
て
い
れ

ば
（
１
限
の
間
に
肩
を
10
回
叩

か
れ
た
ら
、
８
回
以
上
先
生
の

顔
を
見
て
話
を
聞
け
る
）
目
標

達
成
で
き
た
と
み
な
し
ま
す
。

一
日
最
多
で
8
つ
の
う
ち
、
６

つ
以
上
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
れ
ば

（
８
割
以
上
の
達
成
）
家
で
も

親
か
ら
褒
め
ら
れ
小
さ
な
ご
褒

美
が
あ
る
と
い
う
取
り
決
め
で

し
た
。
こ
の
が
ん
ば
り
表
を
始

め
た
当
初
か
ら
す
ぐ
効
果
が
表

れ
、
そ
れ
が
数
週
間
続
き
、
行

動
チ
ャ
ー
ト
な
し
で
も
目
標
行

動
が
習
慣
的
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
１
つ
の
目
標
を

８
割
以
上
達
成
で
き
る
こ
と
が

４
、５
週
間
程
続
け

ば
、
自
然
と
そ
の

行
動
が
習
慣
的
に

行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
そ
の
目
標
行

動
は
卒
業
し
次
の

目
標
に
移
り
ま
す
。

そ
の
際
は
１
つ
の

目
標
を
完
了
で
き
た
子
供
の
努

力
を
称
え
、
家
族
で
褒
め
、
楽

し
く
お
祝
い
し
て
あ
げ
て
下
さ

い
。「
も
っ
と
頑
張
ろ
う
」
と

い
う
更
な
る
や
る
気
に
つ
な
が

り
ま
す
。

 　
日
々
の
目
標
が
達
成
で
き

な
く
て
も
、
批
判
し
た
り
罰
を

与
え
た
り
し
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。
前
よ
り
少
し
で
も
進
歩

が
見
ら
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
を
褒

め
、「
惜
し
か
っ
た
ね
、
明
日

は
き
っ
と
で
き
る
ね
」
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
励
ま
す
こ
と
で
、
そ

の
後
の
や
る
気
や
成
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。
最
初
は
現
在
の
子

供
の
状
態
で
も
８
割
は
達
成
で

き
そ
う
な
目
標
に
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
行
動
修
正
法

が
定
着
す
れ
ば
、
よ
り
大
き
な

目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

親
御
さ
ん
か
ら
時
々
、「
当

然
で
き
て
い
る
べ
き
こ
と
に

褒
美
を
与
え
る
の
は
抵
抗
が

あ
る
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
。
確
か
に
そ
の
通
り
な
の
で

す
が
、
た
だ
子
供
の
生
ま
れ
つ

き
の
特
性
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
の
よ

う
に
努
力
し
て
い
て
も
注
意
が

そ
れ
て
し
ま
う
、
考
え
る
前
に

衝
動
的
に
行
動
し
て
し
ま
う

等
）、
ま
た
子
供
が
置
か
れ
た

環
境
（
異
文
化
で
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
度
が
高

い
等
）
に
よ
り
、「
で
き
て
当

た
り
前
」
の
こ
と
で
も
、
た
と

え
努
力
し
て
も
で
き
な
い
と
い

う
状
況
も
あ
り
得
ま
す
。
そ
ん

な
時
叱
っ
た
り
非
難
し
た
り
す

る
と
更
に
子
供
の
ス
ト
レ
ス
を

高
め
、
情
緒
に
悪
影
響
し
、
良

く
な
い
行
動
を
悪
化
さ
せ
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
や
す
い
で

す
。
そ
れ
よ
り
も
行
動
修
正
法

を
用
い
て
努
力
や
達
成
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
評
価
し
、
望
ま
し
い

行
動
を
増
や
す
・
問
題
行
動
を

減
ら
す
対
応
法
が
よ
り
有
益
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
更
に
や
る
気

が
増
す
と
い
う
好
循
環
に
変
え

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

行
動
修
正
法
は
そ
の
効
果
が

繰
り
返
し
実
証
さ
れ
て
い
る
方

法
で
す
。「
や
っ
た
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
を

時
々
耳
に
し
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、目
標
が
多
す
ぎ
る
、

難
易
度
が
高
す
ぎ
る
、
ま
た
親

子
の
信
頼
関
係
が
傷
つ
い
て
い

る
等
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
子

供
に
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
、
正
し
く
行

え
れ
ば
、
必
ず
効
果
が
表
れ
ま

す
。
子
供
が
自
分
も
参
加
し
て

決
め
た
目
標
を
達
成
で
き
、
そ

の
成
果
が
目
に
見
え
る
チ
ャ
ー

ト
に
示
さ
れ
、
親
や
教
師
に
努

力
を
認
め
ら
れ
褒
め
ら
れ
る
、

嬉
し
い
ご
褒
美
も
も
ら
え
る
と

い
う
経
験
は
、「
自
分
も
や
れ

ば
で
き
る
」
と
い
う
自
己
肯
定

感
や
自
信
力
を
育
む
こ
と
に
な

り
長
期
的
な
よ
い
影
響
に
つ
な

が
り
ま
す
。
是
非
教
室
や
ご
家

庭
で
お
試
し
下
さ
い
。（
完
了
）
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問題行動を減らし適切で望
ましい行動を増やすのに効
果的な行動修正法（後編）

地
下
鉄
Ａ
、
Ｌ
、
Ｆ
、
Ｍ
系
統

今
秋
か
ら
遅
延
や
混
雑
を
改
善

 　
都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

６
月
20
日
、
混
雑
す
る
地
下
鉄

の
Ａ
と
Ｌ
線
の
運
行
数
を
今
秋

か
ら
増
発
す
る
計
画
を
公
表
し

た
。
計
画
で
は
、
Ｌ
線
は
朝
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
８
〜
９
時
に
４
往

復
を
追
加
、
Ａ
線
は
日
中
の
レ

フ
ァ
ー
ツ
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ド
駅

と
フ
ァ
ー
・
ロ
ッ
カ
ウ
エ
ー
駅

発
着
線
を
増
発
す
る
。
ま
た
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

で
週
末
の
夜
を
楽
し
む
利
用
者

が
多
い
こ
と
で
、
Ｌ
線
の
週
末

の
朝
の
本
数
を
夜
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
同

局
は
運
行
数
の
更
新
に
つ
い

て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
勤
務
が
増
え
た

こ
と
な
ど
で
地
下
鉄
の
利
用
パ

タ
ー
ン
が
変
化
し
た
こ
と
を

主
な
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い

る
。
２
０
１
９
年
に
は
平
均

５
５
０
万
人
だ
っ
た
平
日
１
日

当
た
り
の
地
下
鉄
利
用
者
数

は
、
現
在
は
約
４
０
０
万
人
に

減
少
し
て
い
る
。
同
局
は
ま
た

今
年
12
月
か
ら
、
Ｆ
線
と
Ｍ
線

の
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
下
の
ト
ン

ネ
ル
経
路
を
平
日
は
交
換
し
、

遅
延
と
混
雑
の
緩
和
を
目
指

す
。
Ｍ
線
は
Ｆ
線
が
走
行
し
て

い
る
63
丁
目
ト
ン
ネ
ル
を
使
用

し
、
平
日
は
21
丁
目-

ク
イ
ー

ン
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
、
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
レ
キ
シ
ン
ト

ン
街
63
丁
目
、
57
丁
目
駅
に
停

車
す
る
。
Ｆ
線
は
南
側
の
53
丁

目
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
て
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
入
り
、
コ
ー
ト
ス

ク
エ
ア
、ク
イ
ー
ン
ズ
プ
ラ
ザ
、

五
番
街
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
53

丁
目
駅
に
停
車
す
る
。　
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第
27
回
参
議
院
選
挙
の
在
外

選
挙
の
在
外
公
館
投
票
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
で

７
月
４
日
か
ら
13
日
（
日
）
ま

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
在
外
公

館
投
票
は
平
日
・
週
末
・
祝
日

共
に
関
係
な
く
行
わ
れ
る
。
投

票
時
間
は
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
。
投
票
の
た

め
の
予
約
手
続
き
は
い
ら
な

い
。
投
票
に
必
要
は
も
の
は
在

外
選
挙
人
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
写
真
付
き
身
分
証
明
書（
例
・

米
国
の
自
動
車
運
転
免
許
証
な

ど
）。
日
本
の
投
票
日
と
な
る

20
日
ま
で
に
全
世
界
の
在
外
公

館
で
投
票
さ
れ
た
票
が
日
本
全

国
の
選
挙
管
理
員
会
に
届
け
ら

れ
る
。

　

今
回
の
参
院
選
で
は
、
総
議

席
２
４
８
の
半
数
１
２
４
議
席

と
東
京
で
出
た
欠
員
１
人
を
加

え
た
１
２
５
議
席
が
選
挙
対
象

と
な
る
。
選
挙
区
の
総
数
は
日

本
全
国
で
45
。
こ
の
う
ち
、
鳥

取
と
島
根
、
徳
島
と
高
知
が
合

区
と
な
る
。
１
人
区
は
32
。
選

挙
区
は
75
あ
り
、
立
候
補
予
定

者
は
３
１
１
人
と
な
っ
て
い

る
。
比
例
区
は
50
で
立
候
補
予

定
は
１
３
７
人
。
立
候
補
予
定

は
選
挙
区
・
比
例
代
表
合
わ
せ

て
計
４
４
８
人
で
前
回
の
参
院

選
比
97
人
減
。
今
回
の
参
院
選

の
争
点
は
、
日
本
国
内
に
お
け

る
物
価
高
対
策
、
企
業
・
団
体

献
金
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
、
少

子
化
対
策
、
社
会
保
障
制
度
な

ど
。　

　

今
回
の
在
外
公
館
等
投
票

は
、
１
９
９
９
年
（
平
成
11

年
）
の
制
度
導
入
か
ら
18
回
目

と
な
り
、
２
３
２
の
在
外
公
館

等
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
。
在

外
公
館
等
投
票
の
締
切
日
は
、

在
外
公
館
ご
と
に
定
め
ら
れ
て

Ｎ
Ｙ
は
午
後
5
時
ま
で

今
月
4
日
か
ら
13
日
ま
で
実
施

お
り
、
総
務
省
よ
り
告
示
さ
れ

て
い
る
。
在
外
公
館
投
票
に
よ

り
受
け
付
け
た
投
票
用
紙
は
、

在
外
公
館
投
票
締
切
り
後
、
国

内
投
票
期
日
（
７
月
20
日
）
の

投
票
所
閉
鎖
時
刻
（
原
則
と
し

て
午
後
８
時
）
ま
で
に
国
内
の

各
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
届
く
よ
う
に
郵
送
さ
れ
る
。

外
務
省
及
び
在
外
公
館
は
、
海

外
在
留
邦
人
の
積
極
的
か
つ
適

正
な
選
挙
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
現
地
邦
字
紙
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
領
事
メ
ー
ル
等
を
通
じ

て
在
外
投
票
の
広
報
に
努
め
、

投
票
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

在
外
選
挙
に
お
け
る
投
票
方

法
＝
在
外
選
挙
に
お
け
る
投
票

方
法
に
は
、
次
の
３
つ
が
あ

る
。  

（
１
）
在
外
公
館
等
投

票
（
海
外
の
日
本
大
使
館
、
総

領
事
館
、
領
事
事
務
所
等
に
出

向
い
て
、「
在
外
選
挙
人
証
」 　

蔵
前
Ｎ
Ｙ
会
（
代
表
幹
事 

前
田
正
明
：
日
本
ク
ラ
ブ
事
務

所
長
）
は
６
月
20
日
、
東
京
科

学
大
学
（
旧
東
京
工
業
大
学
・

医
科
歯
科
大
学
）
の
渡
部
俊
也

副
学
長
・
松
浦
昌
宏
副
学
長
・

飯
田
香
緒
里
副
学
長
ら
と
の
交

流
を
行
っ
た
。
同
大
学
で
は
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
を
柱
と

し
た
研
究
成
果
の
社
会
実
装
や

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
、
寄

附
に
よ
る
新
た
な
支
援
基
盤
の

構
築
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今

夏
の
ボ
ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
出
張
で
は
、
こ
う
し
た
取
組

を
加
速
さ
せ
よ
う
と
関
係
機
関

や
卒
業
生
の
も
と
を
回
っ
た
。

　

蔵
前
Ｎ
Ｙ
会
か
ら
は
前

田
正
明
氏
の
ほ
か
、NEC 

Corporation of America

に

て
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
事
業
創
出
・
成

長
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

るNEC X

を
担
当
す
る
服
部

美
里
氏
や
、
現
在
は
ニ
ュ
ー
ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
州
在
住
の
田
辺
貞

和
氏
が
駆
け
付
け
た
。
こ
の
ほ

か
、
米
国
の
警
察
組
織
に
犯
罪

関
連
情
報
を
共
有
・
分
析
す
る

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

提
供
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

Multitude Insights

を
Ｍ
Ｉ

Ｔ
に
て
立
ち
上
げ
た
伊
豆
明
彦

氏
や
、
イ
エ
ー
ル
大
学
環
境
ス

ク
ー
ル
に
在
籍
し
今
夏
日
本
ク

ラ
ブ
で
イ
ン
タ
ー
ン
中
の
鎌
倉

真
奈
氏
も
参
加
し
、
若
手
目
線

の
意
見
を
共
有
し
た
。
交
流
ラ

ン
チ
は
日
本
ク
ラ
ブ
会
館
に
て

行
わ
れ
た
。日
本
ク
ラ
ブ
で
は
、

昨
月
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
／
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
会

員
を
設
け
る
な
ど
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

東
京
科
学
大
学
は
、
昨
年
秋

に
東
京
工
業
大
学
と
東
京
医
科

歯
科
大
学
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
。
蔵
前
Ｎ
Ｙ
会
の
連

絡
先
は
Ｅ
メ
ー
ルmmaeda@

jcciny.org

（
前
田
さ
ん
）ま
で
。

蔵前ＮＹ会と東京科学大学

日本クラブで交流会
スタートアップ支援に力

在外投票 232 公館で 海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （39）

　

6
月
17
日
「
在
外
投
票
を
推

進
す
る
議
員
連
盟
」
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
浮
上

し
た
最
大
の
課
題
は
、
河
野
太

郎
議
員
が
指
摘
し
た
「
投
票
所

に
お
け
る
立
会
人
に
よ
る
投
票

者
の
本
人
確
認
よ
り
も
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
に
よ
る
本
人
確
認
の
方

が
正
確
で
は
な
い
か
」
と
い
う

論
点
で
す
。
立
会
人
で
あ
る
町

会
長
さ
ん
で
す
ら
知
ら
な
い
人

も
、
ハ
ガ
キ
を
持
参
す
る
だ
け

で
投
票
で
き
る
の
が
今
の
制
度

で
、
実
際
に
立
会
人
が
本
人
以

外
の
人
を
発
見
し
た
事
例
が
あ

る
の
か
と
い
う
質
問
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

実
は
現
行
の
郵
便
投
票
も
立

会
人
不
在
で
す
。
海
外
有
権
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｙ
の
竹
永
浩

之
さ
ん
は
、
昨
年
の
総
選
挙
で

在
外
邦
人
で
郵
便
投
票
が
で

き
た
人
は
こ
れ
ま
で
最
低
の

２
４
６
人
、
在
外
郵
便
投
票
用

紙
の
約
54
％
の
国
内
返
送
が
遅

れ
て
無
効
に
な
っ
た
と
い
う
資

料
を
提
供
し
ま
し
た
。
世
界
の

郵
便
事
情
は
悪
化
が
加
速
し
、

減
少
は
更
に
進
む
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

他
方
、
２
０
２
３
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
在
外
公
館
に
お
け
る

「
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
本
人
確

認
」
が
、
乳
幼
児
の
あ
る
家
庭

や
仕
事
の
都
合
で
公
館
に
行
け

な
い
人
々
に
好
評
と
の
報
告
も

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
２
０
２
４
年
に
以
下
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
１
．
在
外

邦
人
の
投
票
申
請
書
が
外
務
省

経
由
で
国
内
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
送
ら
れ
て
い
た
も
の

を
、
直
接
選
挙
管
理
委
員
会
に

送
付
。
2
．
選
挙
管
理
委
員
会

が
印
刷
し
て
在
外
公
館
経
由
で

在
外
邦
人
に
送
付
し
て
い
た
在

外
選
挙
人
証
を
在
外
公
館
が
印

刷
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

取
得
に
約
85
日
間
か
か
っ
て
い

た
日
数
が
約
18
日
間
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
最
短
で
即
日
交
付
で

す
！

　

在
外
ネ
ッ
ト
投
票
の
技
術
的

な
課
題
に
つ
い
て
も
、
投
票
画

面
の
表
示
方
法
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
ス
マ
ホ
版
電
子
証
明
書
の

活
用
、
視
覚
障
碍
者
の
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
、
と
絞
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
総
会
で
は
逢
沢
一

郎
議
連
会
長
を
含
め
、
総
務
省

が
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
へ
の
慎
重

論
の
根
拠
と
し
て
き
た
「
立
会

人
の
不
在
」
と
「
１
０
０
％
確

実
な
制
度
の
導
入
」
と
い
う
価

値
判
断
の
是
非
も
問
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
西
村
智
奈
美
事
務

局
長
の
も
と
で
、
一
般
論
で
の

堂
々
巡
り
で
は
な
く
、
政
府
に

課
題
項
目
の
提
出
を
求
め
、
議

連
で
詰
め
を
行
う
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
私
が
こ
の
議
連

会
長
を
し
て
い
た
時
代
よ
り
大

き
な
前
進
で
す
！
１
０
０
％

確
実
な
制
度
と
い
う
理
由
で
、

１
０
４
万
人
の
在
外
邦
人
の

1
万
7
０
０
０
人
し
か
投
票
で

き
な
い
実
態
を
変
え
る
べ
き
時

で
す
。

　

投
票
の
権
利
は
民
主
主
義
の

根
幹
で
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
英

国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ
Ｒ

Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助
け

る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助
活

動
を
経
て
国
会
議
員､

財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
等

を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日

本
協
会
長
、
岐
阜
女
子
大
特
別

客
員
教
授
も
兼
任
。

立
会
人
よ
り
ネ
ッ
ト
投
票
の

                   

本
人
確
認
が
正
確
？

と
「
旅
券
」
等
の
身
分
証
明
書

を
提
示
し
て
投
票
す
る
方
法
）

（
２
）
郵
便
等
投
票
（
在
外
公

館
等
を
経
由
せ
ず
、
登
録
先
の

国
内
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
に
対
し
て
投
票
用
紙
等
の
交

付
請
求
を
行
い
、
公
示
日
の
翌

日
以
降
投
票
用
紙
に
記
入
し

て
、
再
び
登
録
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
郵
送
し
て
投
票
す
る

方
法
）（
３
）
日
本
国
内
に
お

け
る
投
票（
一
時
帰
国
等
の
際
、

ま
た
は
転
入
届
提
出
後
３
か
月

以
内
で
あ
っ
て
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
在
外

選
挙
人
証
を
提
示
し
て
、
国
内

の
一
般
の
選
挙
人
と
同
様
に
国

内
の
投
票
方
法
を
利
用
し
て
投

票
す
る
方
法
）。

　

訂
正
＝
先
週
号
で
Ｎ
Ｙ
日
本

総
領
事
館
で
の
在
外
選
挙
公
館

投
票
の
時
間
が
午
後
７
時
ま
で

と
あ
る
の
は
午
後
５
時
ま
で
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
の
投
票
所
（
昨
年
の
衆
議
院
在
外
選
挙
で
、
本
紙
撮
影
）

　

Ｎ
Ｙ
市
緊
急
管
理
局
（
Ｏ
Ｅ

Ｍ
）
は
市
内
で
利
用
で
き
る
ク

ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
場
所
を

示
す
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
地

図
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
こ
の

地
図
は
利
用
可
能
な
施
設
、
時

間
を
毎
日
更
新
し
、
最
寄
り
の

場
所
や
ペ
ッ
ト
利
用
の
不
可
な

ど
希
望
施
設
を
検
索
で
き
る
。

近
年
同
市
内
で
は
暑
さ
が
原
因

の
熱
中
症
な
ど
、
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
疾
患
で
毎
年
５
０
０
人

以
上
が
死
亡
し
て
い
る
。
同
局

は
ク
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
利

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

portal.311.nyc.gov/

ま
た

は
市
の
相
談
番
号
３
１
１
で
。

猛
暑
対
策
に

ク
ー
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
開
設

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
も
制
定
さ
れ
る

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://portal.311.nyc.gov/
https://portal.311.nyc.gov/
https://portal.311.nyc.gov/
https://portal.311.nyc.gov/
https://portal.311.nyc.gov/
mailto:mmaeda@jcciny.org
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ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収

容
に
つ
い
て
、
１
９
８
８
年

に
「
人
種
差
別
に
よ
る
重
大
な

過
ち
だ
っ
た
」
と
公
式
に
謝
罪

し
、
生
存
者
へ
の
補
償
を
定
め

た
「
１
９
８
８
年
市
民
自
由

法
」
に
署
名
し
た
。
こ
の
法
律

は
、
強
制
収
容
さ
れ
た
日
系

人
1
人
あ
た
り
2
万
ド
ル
の

補
償
金
の
支
払
い
を
承
認
し

た
。
１
９
８
８
年
市
民
自
由
法

は
、
日
系
人
に
対
す
る
強
制
収

容
が
人
種
差
別
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
不
当
で
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
、
生
存
者
へ
の
補
償
を

定
め
た
も
の
。 

こ
の
法
律
は
、

１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た

日
系
人
に
よ
る
賠
償
金
請
求
運

動
の
結
果
成
立
し
た
。運
動
は
、

日
系
人
だ
け
で
な
く
、
日
系
人

以
外
の
人
々
も
協
力
し
て
行
わ

れ
た
。    （
１
面
に
関
連
記
事
）

日
系
強
制
収
容
を
謝
罪

１
９
８
８
年
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

　

大
統
領
が
「
大
成
功
」
と
言

う
な
ら
大
成
功
で
あ
る
と
従
う

の
が
今
の
ア
メ
リ
カ
で
す
。
そ

う
じ
ゃ
な
き
ゃ
ク
ビ
が
飛
ぶ
。

　

６
月
13
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が

イ
ラ
ン
の
核
施
設
や
核
科
学

者
、
革
命
防
衛
隊
司
令
官
ら
を

標
的
に
奇
襲
攻
撃
を
仕
掛
け
て

始
ま
っ
た
戦
争
は
、
米
国
の
地

下
貫
通
弾
バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー

の
お
か
げ
か
、
因
縁
の
泥
沼
か

と
思
わ
れ
た
も
の
の
12
日
間
で

停
戦
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
12
日
間
戦
争
」、
さ

す
が
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
派
が
「
平
和
の

使
者
」
と
呼
ぶ
大
統
領
、
豪
語

し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の

「
24
時
間
以
内
に
終
戦
」
こ
そ

果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ

ラ
ン
に
関
し
て
は
数
年
か
け
た

空
爆
計
画
だ
っ
た
ら
し
く
、
見

事
に
収
め
ま
し
た
。

　

で
、
こ
の
大
統
領
、
核
施
設

空
爆
直
後
の
21
日
に
は
副
大
統

領
、
国
務
長
官
、
国
防
長
官
を

従
え
４
人
揃
い
踏
み
で
「
今
夜

私
は
世
界
に
向
け
て
攻
撃
が
大

成
功
を
収
め
た
こ
と
を
報
告
す

る
」
と
大
見
得
を
切
っ
た
。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相

も
24
日
「
私
た
ち
は
歴
史
的
な

勝
利
を
収
め
た
」と
自
画
自
賛
。

さ
ら
に
イ
ラ
ン
の
ハ
メ
ネ
イ
師

も
26
日
「
偽
り
の
シ
オ
ニ
ス
ト

政
権
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
対
す

る
勝
利
を
祝
福
す
る
」
と
ビ
デ

オ
声
明
…
…
ん
？　

み
ん
な
勝

っ
た
の
？

　

ま
あ
三
者
と
も
幸
せ
な
ら
そ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
米
情
報
機
関
が
バ
ン

カ
ー
バ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
空

爆
は
イ
ラ
ン
の
核
施
設
の
「
重

要
部
は
破
壊
で
き
な
か
っ
た
」

と
初
期
評
価
し
て
い
た
こ
と
が

リ
ー
ク
さ
れ
欧
米
メ
デ
ィ
ア
が

一
斉
報
道
。
大
統
領
は
例
に
よ

っ
て
烈
火
の
如
く
そ
れ
を
大
否

定
。
そ
の
怒
り
を
擁
護
す
る
よ

う
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
も
「
深
刻
な

打
撃
を
与
え
た
」「
証
拠
が
あ

る
」
と
後
追
い
発
表
。

　

う
ー
む
、
よ
く
わ
か
ら
ん
。

何
せ
大
統
領
は
３
月
に
上
院
公

聴
会
で
国
家
情
報
長
官
ギ
ャ
バ

ー
ド
が
言
っ
た
「
イ
ラ
ン
は
核

開
発
を
進
め
て
い
な
い
」
と
い

う
証
言
を
「
間
違
っ
て
い
る
」

と
し
て
空
爆
に
踏
み
切
っ
た
の

で
す
。

　

連
邦
政
府
の
計
17
に
及
ぶ
情

報
機
関
を
統
括
す
る
人
物
の
証

言
を
否
定
す
る
な
ら
情
報
機
関

な
ど
不
要
。
そ
の
中
に
は
も
ち

ろ
ん
Ｃ
Ｉ
Ａ
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
情
報
機
関
が
「
間
違
っ

て
い
る
」な
ら
今
回
の
そ
の「
深

刻
な
打
撃
を
与
え
た
証
拠
」
と

い
う
情
報
も
「
間
違
っ
て
」
は

い
な
い
の
か
？

　

ま
あ
、
気
に
食
わ
な
い
情
報

は
何
か
ら
何
ま
で
「
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
！
」
で
蹴
散
ら
す
大

統
領
で
は
あ
る
も
の
の
、
何
を

信
じ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な

る
と
い
う
の
が
情
報
戦
の
常
。

そ
も
そ
も
こ
の
大
統
領
本
人
も

何
を
信
じ
て
行
動
し
て
い
る
の

か
誰
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
つ
ま

り
は
12
日
間
で
戦
争
が
終
結
し

て
よ
か
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
こ
か
ら
が
仮
定
の

話
。
13
日
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
奇

襲
か
ら
21
日
の
バ
ン
カ
ー
バ
ス

タ
ー
撃
ち
込
み
ま
で
１
週
間
ほ

ど
。
こ
の
間
に
イ
ラ
ン
が
濃
縮

ウ
ラ
ン
や
そ
の
設
備
を
秘
密
裏

に
移
動
さ
せ
る
余
裕
は
あ
っ

た
。
し
か
し
「
大
成
功
」
と
言

っ
た
手
前
、
米
国
大
統
領
は
前

言
撤
回
は
で
き
な
い
。
イ
ラ
ン

側
も
こ
れ
以
上
の
攻
撃
を
避
け

る
た
め
米
国
に
「
大
成
功
」
と

言
わ
せ
て
お
く
の
が
上
策
。
イ

ス
ラ
エ
ル
も
国
際
法
違
反
の
先

制
攻
撃
を
非
難
さ
れ
た
く
な

い
。
何
せ
イ
ラ
ン
の
核
を
許
さ

ぬ
こ
の
国
は
自
分
は
核
を
持
っ

て
い
る
の
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察

も
受
け
入
れ
ず
、
イ
ラ
ン
の
方

が
よ
ほ
ど
国
際
法
遵
守
な
の
で

す
。

　

さ
て
こ
の
ト
ラ
ン
プ
の
威
を

借
る
キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
と
ム
ジ

ナ
み
た
い
な
騙
し
合
い
が
現
状

だ
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
「
停

戦
合
意
」
は
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の

政
治
的
メ
ン
ツ
だ
け
で
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
る
よ
う
な
危
う

さ
な
の
で
す
。

　

イ
ラ
ン
を
再
び
の
協
議
に
誘

い
込
み
た
い
ア
メ
リ
カ
は
、
交

渉
に
何
ら
か
の
ア
メ
を
用
意
し

て
い
る
そ
う
。
最
初
に
デ
カ
い

こ
と
を
ぶ
つ
け
て
後
か
ら
ひ
っ

そ
り
色
々
と
折
れ
る
ト
ラ
ン
プ

流
。
自
身
の
政
治
的
延
命
の
た

め
に
戦
争
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
は
次
の
攻

撃
理
由
を
探
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
歴
史
あ
る
大
国
の
メ
ン
ツ

を
か
け
た
イ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
核
開
発
の
覚
悟
を
固

め
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

軍
事
行
動
が
、
そ
の
場
は
凌

げ
る
と
し
て
も
と
ど
の
つ
ま
り

は
愚
行
で
あ
る
こ
と
が
、
再
び

証
明
さ
れ
る
の
を
我
々
は
ま
た

目
撃
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

ト
ラ
ン
プ
流
「
停
戦
合
意
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
州
都
オ

ル
バ
ニ
ー
で
６
月
９
日
、
日
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
団
が
Ｎ
Ｙ

州
議
会
議
事
堂
内
の
下
院
本
会

議
場
を
訪
問
し
た
後
、
Ｎ
Ｙ
州

下
院
議
員
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
ま
た
、
同
日
夕
刻
に

は
、
森
美
樹
夫
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
国
総
領
事
館
総
領
事
・

大
使
が
ラ
リ
ー
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス

在
オ
ル
バ
ニ
ー
日
本
国
名
誉
領

事
及
び
ロ
ン
・
キ
ム
Ｎ
Ｙ
州
下

院
議
員
（
選
挙
区
：
ク
イ
ー
ン

ズ
）
と
共
に
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
島
諸
国
系
米
国
人
（AAPI: 

Asian American and Pacifi c 
Islander

）
ヘ
リ
テ
ー
ジ
月
間

を
祝
賀
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
た
（
本
紙
６
月
21
日
号

既
報
）。

　

こ
の
な
か
で
佐
藤
貢
司
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
）
会
長
と
フ

ル
モ
ト
・
タ
ケ
シ
Ｊ
Ａ
Ａ
理
事

が
「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
」
制
定
法
案
を
Ｎ
Ｙ
州
議

会
で
採
択
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
フ
レ

ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
記
念
日
は　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
系
人

強
制
収
容
の
不
当
性
を
訴
え
た

権
利
擁
護
活
動
家
、フ
レ
ッ
ド
・

コ
レ
マ
ツ
氏
（
１
９
１
９
年
〜

２
０
０
５
年
）
の
誕
生
日
に
当

た
る
1
月
30
日
を
２
０
１
７
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
記
念
日

と
し
た
の
を
受
け
２
０
２
０

年
、
東
海
岸
で
二
例
目
と
な
る

記
念
日
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
フ
ォ
ー
ト
・
リ
ー
区
で
制
定

さ
れ
、
２
０
２
３
年
に
は
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
が
州
全
体
で

も
記
念
日
に
制
定
し
て
い
る
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
プ
ロ
ス
ペ

ク
ト
ハ
イ
ツ
の
カ
ー
ル
ト
ン
街

と
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
街
の
交
差
点

で
6
月
25
日
午
後
10
時
過
ぎ
、

「
人
が
撃
た
れ
た
」
と
い
う

９
１
１
緊
急
通
報
を
受
け
、
78

分
署
の
警
官
が
駆
け
つ
け
た
。

現
場
に
到
着
す
る
と
、
36
歳
の

女
性
タ
ミ
カ
・
パ
ウ
エ
ル
さ
ん

が
頭
部
に
銃
弾
を
受
け
、
車
道

の
真
ん
中
で
血
だ
ま
り
の
中
に

意
識
不
明
の
状
態
で
倒
れ
て
お

り
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
が
現

場
で
パ
ウ
エ
ル
さ
ん
の
死
亡
を

確
認
し
た
。
捜
査
官
は
数
時
間

に
わ
た
っ
て
犯
行
現
場
を
捜
索

し
た
が
、
犯
人
に
つ
い
て
や
パ

ウ
エ
ル
さ
ん
が
標
的
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
に
関
す
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
犯
罪
抑
止

電
話
８
０
０
・
５
７
７
・
Ｔ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://crimestoppers.
nypdonline.org/

か
ら
情
報

を
提
供
す
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

女
性
射
殺
さ
れ
る

▽
大
統
領
令
９
０
６
６
号
＝
１
９
４
１
年
12
月
7
日
（
米
国
時
間
）
の
日
本
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
、
日
米
両
国

が
交
戦
状
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
諜
報
活
動
の
阻
止
や
軍
事
活
動
へ
の
妨
害
阻
止
を
名
目
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
よ
り
１
９
４
２
年
2
月
19
日
に
大
統
領
令
９
０
６
６
号
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
の
大

統
領
令
に
よ
り
戦
争
中
、
約
12
万
人
の
日
系
人
が
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
彼
ら
の
う
ち
、
62
％
が
二
世
あ
る

い
は
三
世
（
い
ず
れ
も
合
衆
国
の
市
民
権
を
持
つ
）
で
あ
り
、残
り
は
一
世
（
在
住
外
国
人
と
し
て
の
移
民
）
だ
っ
た
。

　

林
芳
正
官
房
長
官
は
同
日
の

記
者
会
見
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

発
言
に
つ
い
て
「
広
島
、
長
崎

に
対
す
る
原
爆
投
下
は
大
変
多

く
の
尊
い
命
を
奪
い
、
病
気
や

障
害
な
ど
で
言
葉
に
尽
く
せ
な

い
苦
難
を
強
い
た
人
道
上
極
め

て
遺
憾
な
事
態
を
も
た
ら
し
た

と
認
識
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。

政
府
と
し
て
抗
議
す
る
考
え
が

あ
る
か
と
の
質
問
に
は
「
累
次

の
機
会
に
米
側
に
伝
達
し
て
い

る
」
と
答
え
る
に
留
ま
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発
言

は
、
イ
ラ
ン
核
施
設
を
「
完
全

に
破
壊
し
た
」
と
す
る
自
身
の

主
張
に
対
す
る
疑
問
が
起
き
る

中
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
狙
い
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ロ
イ
タ

ー
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
な
ど
の
主
要
メ
デ

ィ
ア
は
、
完
全
に
破
壊
で
き
た

か
ど
う
か
は
疑
問
で
、
そ
の
意

味
で
原
爆
と
の
比
較
は
不
適
切

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
原

爆
が
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
こ
と

自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。（
１
面
に
関
連
記
事
）

原
爆
と
の
比
較
不
適
切

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
報
道

　

６
月
24
日
の
Ｎ
Ｙ
市
長
選
挙

民
主
党
予
備
選
挙
で
敗
退
し
た

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
前
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
＝
写
真
＝

は
、
11
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

長
選
独
立
候
補
と
し
て
残
る
こ

と
に
な
っ
た
。
予
備
選
で
ゾ
ー

ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏
に
敗
北
を

認
め
た
が
、
27
日
ま
で
が
期
限

と
な
っ
て
い
た
独
立
候
補
か
ら

の
撤
回
を
し
な
か
っ
た
た
め
。

予
備
選
で
ま
さ
か
の
敗
北
宣
言

を
し
た
ク
オ
モ
氏
だ
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲

わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
州
知

事
と
し
て
主
導
し
た
手
腕
を
評

価
す
る
支
持
層
も
依
然
根
強
く

い
る
こ
と
か
ら
予
備
選
挙
の
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
幅
広

い
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
無
所
属
で
立
候
補
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ク
オ
モ
氏
は
5

月
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
独

立
候
補
の
立
候
補
申
請
書
を

提
出
し
、
総
選
挙
の
「Fight 

and Deliver

」
の
候
補
者
リ
ス

ト
へ
の
登
録
資
格
を
獲
得
。
マ

ム
ダ
ニ
氏
が
逃
げ
切
る
か
、
ク

オ
モ
氏
が
返
り
咲
く
か
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
だ
。

Ｎ
Ｙ
市
長
選
挙

ク
オ
モ
氏
独
立
候
補
で

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
も
制
定
さ
れ
る

https://www.fivelightscenter.com/
http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://crimestoppers.nypdonline.org/
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Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

新
し
い
監
査
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
準
が
今
年
か
ら
始
ま

る
と
聞
い
た
ん
じ
ゃ
が
本
当

か
？
」
会
社
経
営
者
の
鬣
（
た

て
が
み
）
が
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
、
通
称
；
譲
謙
）
に

聞
い
た
。「
は
い
、
本
当
で
す
。

米
国
公
認
会
計
士
協
会
（
Ａ
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ａ
）
が
公
表
し
た
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
準
（Quality 

M
anagement Standards

：

Ｑ
Ｍ
Ｓ
）
で
す
。
そ
れ
ま
で
あ

っ
た
品
質
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
基

準
（Statements on Quality 

Control Standards

：
SQCSs

）
を
改
良
し
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
」

「
そ
れ
に
は
い
ろ
ん
な
基
準
が

含
ま
れ
て
い
る
と
聞
い
た
ん
じ

ゃ
が
、
何
を
含
ん
で
い
る
ん

じ
ゃ
？
」「
は
い
、
ま
ず
は
、

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
準
（Statements 

on Quality M
anagement 

Standards 

：
Ｓ
Ｑ
Ｍ
Ｓ
）
の

新
し
い
監
査
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
準

（New
 Quality M

anagem
ent 

Standards

） No.1, No.2 & No.3

で

す
。

次
に
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
監
査
基
準

（Statements on Auditing 
Standards

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
の

No. 146

、
3
番
目
は 

Ａ
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ａ
会
計
及
び
レ
ビ
ュ
ー
サ
ー

ビ
ス
基
準
（Statements on 

Standards for Accounting 
and Review Services

：

Ｓ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
のNo.26

で
、

最
後
に
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
証
明

業
務
基
準
（Statements on 

Standards for Attestation 
Engagements

）

のNo.23
で
す
。
し
た
が
っ
て
、SASs

、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
とSSAEs

に
基

づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
会
計
事
務
所
は
Ｑ
Ｍ
Ｓ
を

準
拠
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」「
ほ
う
、
た
く
さ
ん
あ
る

の
う
。
何
で
こ
ん
な
基
準
を

導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ん
じ
ゃ
？
」「
Ｑ
Ｍ
Ｓ
に
よ
っ

て
、
各
会
計
事
務
所
の
品
質
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
強
化

し
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

事
務
所
の
規
模
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
、
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に

見
合
っ
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
で

す
。
こ
れ
ら
の
基
準
に
は
、
２

つ
の
新
た
な
品
質
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
サ
ー
ビ

ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
と
事
務
所

の
品
質
強
化
の
改
定
を
含
ん
で

い
ま
す
」「
い
っ
た
い
、
い
つ

ま
で
に
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ん
の
じ
ゃ
？
」「
導
入
期
限
は

２
０
２
５
年
12
月
15
日
で
す
。

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
評
価
は
２
０
２
６
年
12
月
15

日
ま
で
に
行
い
、
そ
の
後
は
毎

年
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」「
ほ
う
、
そ
れ
は
大
変
じ

ゃ
。
こ
の
基
準
は
そ
ん
な
に
重

要
な
の
か
？
」「
は
い
、
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
準
は
、
従
来

か
ら
あ
っ
た
品
質
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
基
準
の
要
件
を
近
代
化
し
、

現
在
重
要
視
さ
れ
て
い
る
リ
ス

ク
評
価
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変

化
や
外
部
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
の
使
用
頻
度
の
高
ま
り

に
適
応
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
す
。
さ
ら
に
こ
の
基
準
は
事

務
所
の
大
き
さ
や
性
質
、
業
務

内
容
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
」「
こ
の
基
準
導
入
の
た
め

に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
じ
ゃ
？
」「
そ
れ
は
各
事
務

所
が
ど
こ
か
ら
出
発
す
る
か
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
ま
ず
は
、
先
に

説
明
し
た
４
つ
の
関
連
す
る
基

準
を
読
ん
で
理
解
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
」「
そ
れ
か
ら
、
ど

う
す
る
の
じ
ゃ
？
」「
次
に
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
が
公
表
し
て
い
る
品

質
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
を
見
て
い
き
ま
す
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
か

ら
は
、
既
存
の
ポ
リ
シ
ー
の
変

更
が
必
要
な
点
を
把
握
し
た

り
、
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
る
点

を
把
握
し
て
い
き
ま
す
」「
マ

ッ
ピ
ン
グ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
は

何
が
あ
る
ん
じ
ゃ
？
」「
マ
ッ

ピ
ン
グ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
Ｓ
Ｑ

Ｍ
Ｓ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
次
の

8
つ
の
構
成
要
素
で
出
来
上
が

っ
て
い
ま
す
。
①
事
務
所
の
リ

ス
ク
評
価
プ
ロ
セ
ス
、
②
ガ
バ

ナ
ン
ス
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

③
倫
理
要
件
、
④
業
務
の
受
託

と
継
続
、
⑤
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
⑥
リ

ソ
ー
ス
、
⑦
情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
⑧
モ
ニ
タ
ー
リ

ン
グ
と
修
復
プ
ロ
セ
ス
、で
す
」

「
そ
れ
じ
ゃ
、
今
回
は
こ
れ
ま

で
に
し
て
次
回
は
マ
ッ
ピ
ン
グ

方
法
か
ら
教
え
て
く
れ
」「
か

し
こ
ま
り
ま
し
た
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（１）

　

肩
こ
り
や
腰
痛
が
慢
性
的
に

続
く
と
、
多
く
の
方
が
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
湿
布
、
時
に
は
鎮
痛
薬

な
ど
で
対
処
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
一
時

的
に
は
楽
に
な
る
け
れ
ど
、
す

ぐ
戻
っ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た

悩
み
を
抱
え
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
の
中
に

は
、
筋
肉
だ
け
で
な
く
、
神
経

や
関
節
の
機
能
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

神
経
は
脳
か
ら
全
身
に
張
り

巡
ら
さ
れ
、
筋
肉
や
関
節
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
神
経
の
伝
達
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、
筋
肉
が
緊
張

し
、コ
リ
や
痛
み
だ
け
で
な
く
、

頭
痛
や
手
足
の
し
び
れ
と
い
っ

た
症
状
と
し
て
現
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

特
に
背
骨
周
囲
の
神
経
は
、

姿
勢
の
崩
れ
や
椎
間
の
圧
力
バ

ラ
ン
ス
の
乱
れ
に
よ
っ
て
影
響

を
受
け
や
す
く
、
神
経
圧
迫
が

起
こ
る
こ
と
で
慢
性
的
な
痛
み

や
し
び
れ
に
つ
な
が
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

や
坐
骨
神
経
痛
な
ど
、
腰
か
ら

足
に
か
け
て
の
症
状
が
代
表
例

で
す
。

　

こ
う
し
た
神
経
の
圧
迫
が
疑

わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
手
術

を
伴
わ
な
い
脊
椎
減
圧
治
療

（Spinal Decompression

）

と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
背
骨
の
圧
力
を
適
切
に

調
整
す
る
こ
と
で
神
経
の
通
り

道
を
整
え
、
身
体
に
負
担
を
か

そ
れ
、
た
だ
の
コ
リ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

̶

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
見
る
神
経
と
筋
肉
の
関
係̶

け
ず
に
改
善
を
目
指
す
方
法
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
治
療
法

で
す
。
ま
だ
導
入
施
設
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
心
を
持

た
れ
る
方
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で

は
、
神
経
・
筋
肉
・
関
節
の
連

携
を
評
価
し
、
身
体
の
不
調
の

「
本
当
の
原
因
」
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
原
因
の
は
っ
き
り
し
な

い
肩
こ
り
や
腰
痛
、
頭
痛
、
手

足
の
し
び
れ
が
続
く
場
合
は
、

構
造
的
な
問
題
や
神
経
系
の
働

き
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

症
状
で
お
困
り
の
方
は
、
医
療

機
関
や
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
専
門
家
に
相
談
し
て
み
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

　

い
ま
だ
に
「W

indows10

の
搭
載
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
を
ど
う
し

た
ら
い
い
か
？
」
と
問
い
合
わ

せ
を
受
け
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
社
の
サ
ポ
ー
ト
期
限
終
了
日

ま
で
残
す
と
こ
ろ
１
０
０
日
近

く
に
な
っ
て
き
た
。
世
界
で

40
億
台
が
ま
だ
未
対
応
で
、
そ

の
う
ち
の
60
％
は
、
否
対
応
機

種
が
残
っ
て
い
る
。

　

10
月
15
日
以
降
は
、
無
料
更

新
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
テ
ク
ニ

カ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
な
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
一
番
の
問
題
点

はW
indows

の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ソ
フ
ト
の
更
新
も
な
く
な

り
、
以
後
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
穴
だ
ら
け
に

な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
７
月

か
らW

indows10

ユ
ー
ザ
ー

が
登
録
す
れ
ば
「Extended 

Security Updates

（

Ｅ

Ｓ

Ｕ
）」
が
２
０
２
６
年
10
月

ま
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。 

無
料
プ
ラ
ン
と
し
て

は
、OneDrive

を
使
っ
て

「W
indows 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」

を
ク
ラ
ウ
ド
に
設
定
を
同
期
す

れ
ば
引
き
続
き
「
重
要
な
月
次

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
更
新
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
提
供
さ
れ
る
。
有
料
プ

ラ
ン
と
し
て
年
30
ド
ル
で
サ
ー

ビ
ス
が
延
長
さ
れ
る
。
法
人
向

け
に
は
、
無
料
プ
ラ
ン
の
オ
プ

シ
ョ
ン
が
Ｐ
Ｃ
1
台
あ
た
り
年

61
ド
ル
で
サ
ー
ビ
ス
が
う
け
ら

れ
る
。
こ
ち
ら
は
最
大
3
年
間

で
、
年
毎
に
更
新
可
能
だ
が
、

費
用
は
毎
年
増
加
す
る
予
定
。

と
は
言
え
、Microsoft

社
は

W
indows11

へ
の
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
を
推
奨
し
て
い
る
。

■
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？

（
１
） 
ま
ず
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
至
急
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
取
る
。（
買
い
替
え
る
場

合
、W

indows11
に
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
す
る
場
合
を
問
わ

ず
）（
２
）W

indows11

の
Ｐ

Ｃ
に
買
い
替
え
る
。（Copilot

機
能
を
持
っ
た
Ａ
Ｉ
対
応
の
機

種
が
望
ま
し
い
）（
３
）
次
の

条
件
を
満
た
す
Ｐ
Ｃ
で
あ
れ

ば
、W

indows11

に
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
す
る
。

・
最
低
必
要
条
件（
対
応
可
能
）：

Ｃ
Ｐ
Ｕ
が
第
８
世
代
以
上
、
メ

モ
リ
が
８
Ｇ
Ｂ
、
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
は
最
低
２
５
６
Ｇ
Ｂ
（
で

き
る
だ
け
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）

（
４
）
最
低
条
件
を
満
た
し
た

Ｐ
Ｃ
をW

indows11

に
し
て

も
、
ス
ピ
ー
ド
の
問
題
、
プ
リ

ン
タ
ー
設
定
、
デ
ー
タ
の
復
旧

な
ど
、
設
定
の
や
り
直
し
が
必

要
に
な
る
。

（
５
）
前
述
の
Ｅ
Ｓ
Ｕ
オ
プ

シ
ョ
ン
を
使
い
、
１
年
間

は
現
状
の
ま
ま
進
め
る
。

（
高
橋
愛
一
郎
／Caerus 

Total Solutions, Inc

電

話

６
４
６
・
５
７
０
・
２
４
２
８

Info.cts.offi  ce@gmail.com 

）

Windows10  
サ
ポ
ー
ト
終
了　

10
月
14
日
ま
で
期
限
迫
る

https://www.maxjob.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/
https://giip-global.com/ja/
https://newyork-apartment-realestate.com/
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
mailto:Info.cts.office@gmail.com
www.uemurachiropractic.com


（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）7月 5日（土）

■カラムーア夏の音楽祭
　銀行家であり、美術品コレ
クターでもあったウォルター
とルーシーのローゼン夫妻が
１９２９年から１９３９年にか
けてカトナ郊外に広大なヴィラ
を建設し、文化・アーティスト・
芸術のための特別な場所づくり
を目指した。ローゼン夫妻亡き
後、ヴィラは永続的に運営する
ために設立された財団によって
カラムーア音楽芸術センターと
して一般公開されている。ロー
ゼン夫妻が生前に世界中から訪
れる友人たちをもてなすために
自宅で開催した音楽会が、現在
の音楽祭の原点となっている。
　今年の音楽祭は管弦楽、室内
楽、オペラなどクラシックをは
じめ、ジャズやサルサなど幅広
いプログラムが用意されてい
る。おすすめは７月 18日（金）
午後７時 30 分開演の「声のオ
ーケストラ」として知られる男
性ボーカルアンサンブル「チャ
ンティクリア」と 30 日（水）
午後７時開演のヨーヨー・マ。
チェリストのマが親友であるバ
イオリニストのレオニダス・カ
ヴァコスとピアニストのエマニ
ュエル・アックスとタッグを組
み、「ベートーベン・フォー・
スリー」プロジェクトの最新作
を演奏する。音楽祭の詳細とチ
ケット購入はhttps://caramoor.
org/
■ホタルを探す夜
　生息地の消失と光害の増加に
より、ホタルの個体数は世界中
で減少の一途を辿っている。ホ
タル生息地として認定されてい
るコネチカット州ニュータウン

にある「キャセリン・バイオレ
ット・ハバード・アニマル・サ
ンクチュアリ」で 11 日（金）
午後８時からホタルを観察する
イベントが開催される。昆虫学
者レイダ・クレル博士と、ウェ
ストコン大学の生物学教授ワゲ
ナー博士の指導のもと、ホタル
をはじめ、さまざまな昆虫が活
動しているのを詳しく観察する
ユニークなイベント。参加費無
料だが事前登録が必要。
Cather ine Violet  Hubbard 
Animal Sanctuary (8 Commerce 
Rd. Newtown, CT)
www.cvhfoundation.org/event/
fi nding-fi refl ies-friends-3/
■アメージング・ダンシング・
ドッグス
　ドッグスポーツのトレーナ
ー、ダイアナと犬たちによるフ
リースタイルダンスと楽しいト
リックショーを織り交ぜたショ
ー。時間と忍耐、そしてトレー
ニングを続けることで、誰で
も愛犬との特別な絆を築くこ
とができると信じるダイアナ
は、愛犬と共に北東部各地を巡
り、観客を魅了している。本
イベントはホワイトプレーン
ズ市ネイバーフッドナイトシ
リーズの一環として開催され
るもので入場無料。31日（木）
午後６時 30 分から７時 30 分
まで。会場はホワイトプレー
ンズ公立図書館（100 Martine 
Ave. White Plains）https://
calendar.whiteplainslibrary.
org/event/12880621

こどものくに幼稚園
♪夢をのせていま世界へ♪ 異文化に暮らす幼児の健全な発育に欠かせない母国

語の重要性は、意外と知られていないのが現状です。本
園は心、知、体そして社会性をバランス良く発達させる
ために理想的な保育環境を追求して50年の実績を誇
ります。研究を重ねたプログラムと献身的な教師陣が、
世界にはばたく日本人を育むお手伝いをします。子ども
たちの目の輝きが違います。ぜひ一度ご見学下さい。

途中入園についてのお問い合わせ、また園見学ご希望
の場合は園にご連絡ください。

資料請求先： Tel: 914-949-0067
 Fax: 914-949-0247

252 Soundview Avenue
White Plains, NY 10606

E-mail: kk@kodomony.org                             URL: www.kodomony.org

5050年年のの
実績実績
50年の
実績

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

か
ら
電
車
で
約
50
分
、
人
口

１
万
２
０
０
０
人
ほ
ど
の
町
、

タ
リ
ー
タ
ウ
ン
は
全
米
の
「
住

み
た
い
町
ト
ッ
プ
10
」
の
常
連

と
な
っ
て
い
る
。
一
昔
前
ま
で

ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
エ
リ
ア
は

マ
リ
ー
ナ
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
１

〜
２
軒
あ
る
だ
け
で
資
材
置
き

場
と
荒
地
が
広
が
っ
て
い
た

が
、
こ
こ
10
年
で
開
発
が
進

み
、
ハ
ド
ソ
ン
川
を
望
む
お
し

ゃ
れ
な
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
立

ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は

言
え
、
現
在
も
町
の
中
心
は
川

沿
い
で
は
な
く
、
内
陸
部
。
グ

ラ
セ
ン
か
ら
進
行
方
向
右
手
に

駅
を
降
り
る
と
旧
駅
舎
を
改
装

し
た
カ
フ
ェ
が
あ
る
の
み
、
駅

前
に
は
見
事
な
ほ
ど
何
も
無

く
、
初
め
て
来
た
人
は
絶
句
し

て
し
ま
う
。
気
を
取
り
直
し
て

坂
道
を
ふ
う
ふ
う
言
い
な
が
ら

登
っ
て
行
く
と
、
や
が
て
町
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
た
ど
り

着
く
。
昔
な
が
ら
の
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
を
皮
切
り
に
、

タ
リ
ー
タ
ウ
ン

　

さ
て
、
今
回
は
タ
リ
ー
タ
ウ

ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
お

す
す
め
の
店
を
３
軒
紹
介
し
よ

う
。
ま
ず
１
軒
目
は
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
の
店
「Little B’s

」。
赤

煉
瓦
の
店
内
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

雰
囲
気
で
、
ビ
ー
ル
を
片
手
に

お
し
ゃ
べ
り
す
る
地
元
民
と
、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
目
当
て
の
常
連

さ
ん
や
観
光
客
が
入
り
混
じ
っ

て
い
る
。
こ
の
店
の
一
番
の
メ

ニ
ュ
ー
は
「
ビ
ル
ド
・
ユ
ア
オ

ウ
ン
・
バ
ー
ガ
ー
」。
そ
の
名

の
通
り
パ
ン
、
パ
テ
、
ト
ッ
ピ

ン
グ
、
ソ
ー
ス
、
サ
イ
ド
メ
ニ

ュ
ー
を
選
ん
で
自
分
好
み
の
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
作
る
シ
ス
テ
ム

で
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
あ
る

注
文
用
紙
と
睨
め
っ
こ
し
て
決

め
る
。パ
ン
は
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
、

全
粒
粉
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
マ

フ
ィ
ン
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の

他
、
レ
タ
ス
も
あ
り
、
バ
ー
ガ

ー
は
食
べ
た
い
け
れ
ど
、
パ
ン

は
い
ら
な
い
人
や
ヘ
ル
シ
ー
嗜

好
の
人
に
は
嬉
し
い
チ
ョ
イ
ス

だ
。パ
テ
は
ア
ン
ガ
ス
ビ
ー
フ
、

バ
イ
ソ
ン
、
タ
ー
キ
ー
、
ツ
ナ
、

ラ
ム
、
も
ち
ろ
ん
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
も
あ
る
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
レ

タ
ス
や
ト
マ
ト
、
オ
ニ
オ
ン
、

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
コ
ー
ル
ス

ロ
ー
、
ベ
ー
コ
ン
な
ど
20
種
か

ら
４
種
を
選
ぶ
。
そ
れ
に
好
み

の
チ
ー
ズ
と
ソ
ー
ス
を
選
ん
で

完
成
。
今
回
は
サ
イ
ド
に
ハ
ン

ド
カ
ッ
ト
の
フ
ラ
イ
を
オ
ー
ダ

ー
し
た
が
、
こ
の
フ
ラ
イ
が
揚

Little B’s
 (49 Main St. Tarrytown)

https://littlebstarrytownny.com/
月・水・木 17:00～ 21:00、
金・土 12:00～ 23:00、

日 12:00～ 20:00、火曜定休

レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
雑
貨
屋
、

手
芸
店
な
ど
、
個
性
的
で
チ
ャ

ー
ミ
ン
グ
な
店
が
並
ぶ
。
高
い

建
物
が
な
く
、
昔
な
が
ら
の
趣

き
を
残
す
町
は
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
く

だ
け
で
も
楽
し
い
。
ま
た
、
車

が
な
い
と
行
け
な
い
が
、
南
に

は
米
国
近
代
文
学
史
に
名
を
遺

す
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ビ
ン
グ

の
邸
宅
「
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
」
や
、

19
世
紀
ゴ
シ
ッ
ク
リ
バ
イ
バ
ル

様
式
の
邸
宅
美
術
館
「
リ
ン
ド

ハ
ー
ス
ト
」、
北
に
は
18
世
紀

の
暮
ら
し
を
再
現
し
た
「
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
バ
ー
グ
・
マ
ナ
ー
」、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
家
の
旧
邸
宅

「
カ
イ
カ
ッ
ツ
」
な
ど
の
歴
史

的
サ
イ
ト
が
多
数
あ
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
ト
レ
イ
ル
が
整
備

さ
れ
た
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
州

立
自
然
保
護
区
」
や
旧
水
路
が

遊
歩
道
と
な
っ
た「
オ
ー
ル
ド
・

ク
ロ
ト
ン
・
ア
ク
ア
ダ
ク
ト
」

な
ど
豊
か
な
自
然
を
楽
し
め
る

の
も
タ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
魅
力
の

一
つ
。

拡大版

げ
た
て
で
塩
加
減
が
ち
ょ
う
ど

良
く
、
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
る
前

に
ハ
フ
ハ
フ
と
食
べ
続
け
て
し

ま
っ
た
。
新
鮮
な
材
料
を
使
っ

た
パ
テ
は
絶
妙
な
焼
き
加
減
で

美
味
し
い
。
し
か
も
自
分
の
好

き
な
物
だ
け
を
組
み
合
わ
せ
た

バ
ー
ガ
ー
、ま
ず
い
訳
が
な
い
。

７月のイベント情報

　

２
軒
目
は
バ
ー
ガ
ー
の
後
に

お
す
す
め
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

シ
ョ
ッ
プ
「
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ

ー
ト
・
ス
イ
ー
ツ
」。
元
々
ホ

ー
ム
メ
イ
ド
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

の
マ
ニ
ア
だ
っ
た
マ
ル
ラ
イ
ナ

さ
ん
が
母
親
と
妹
と
共
に
オ
ー

プ
ン
し
た
店
で
、
20
年
経
っ
た

今
も
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
毎

日
30
種
類
の
フ
レ
ー
バ
ー
を
提

供
し
て
い
る
。
他
店
に
比
べ
る

と
こ
の
店
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

は
若
干
高
価
だ
が
、
そ
れ
は
脂

肪
分
が
高
い
ク
リ
ー
ム
を
使
用

し
て
い
る
た
め
で
、
そ
の
分
ク

リ
ー
ミ
ー
で
リ
ッ
チ
な
味
わ
い

が
楽
し
め
る
。
人
気
商
品
は
コ

ー
ヒ
ー
風
味
の
ア
イ
ス
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
チ
ャ
ン
ク
と
フ
ァ
ッ

ジ
が
入
っ
た
「
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
、
バ

ニ
ラ
ア
イ
ス
に
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ

コ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ア
ー
モ
ン

ド
、ヒ
ー
ス
バ
ー
が
入
っ
た「
デ

ボ
ン
ズ
・
ド
リ
ー
ム
」。

Main Street Sweets
(35 Main St. Tarrytown)

www.facebook.com/msstarrytown/
月～木 12:00～ 21:00、金・土 12:00

～ 23:00、日 12:00～ 22:00

Muddy Water
 (52 Main St. Tarrytown)

www.muddywatercoff eehouse.com/
月～金 8:00～ 16:00、
土・日 8:00～ 17:00

　
３
軒
目
は
消
防
署
の
右
隣
に

あ
る
店
「Muddy Water

」。

２
０
１
５
年
10
月
に
リ
ン
ト
ン

と
ロ
レ
ッ
タ
の
２
人
が
オ
ー
プ

ン
し
た
カ
フ
ェ
は
美
味
し
い
コ

ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
省
エ
ネ
に
こ
だ
わ
り
環

境
へ
の
悪
影
響
軽
減
に
尽
力
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
展
示
を
行
い
、
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
が
演
奏
し
、
詩
人

が
作
品
を
朗
読
す
る
な
ど
、
地

域
社
会
に
と
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
集
い
の
場
所
づ
く
り
を
目
指

す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
と
地
元
産
の
乳
製
品
を

使
用
し
た
コ
ー
ヒ
ー
各
種
は
独

特
な
風
味
と
上
質
な
味
わ
い
を

持
つ
。
バ
タ
ー
た
っ
ぷ
り
の
ク

ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
ス
コ
ー
ン
、
パ

イ
の
ほ
か
、
ス
ー
プ
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
、
キ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
日

替
わ
り
の
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

る
。
天
気
が
良
け
れ
ば
裏
庭
の

テ
ー
ブ
ル
も
お
す
す
め
。
コ
ー

ヒ
ー
と
カ
フ
ェ
が
好
き
な
人
は

是
非
お
立
ち
寄
り
を
。

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
www.muddywatercoffeehouse.com/
https://caramoor.org
https://littlebstarrytownny.com/
http://www.facebook.com/msstarrytown/
www.cvhfoundation.org/event/finding-fireflies-friends-3/
https://calendar.whiteplainslibrary.org/event/12880621
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こ
ど
も
の
く
に
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
が
始
ま
っ
た
。
毎
年
違
う

テ
ー
マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
言
葉

の
ク
ラ
ス
や
水
遊
び
、
夏
祭
り

な
ど
夏
を
満
喫
で
き
る
体
験
が

充
実
し
た
６
週
間
。
今
年
の
活

動
テ
ー
マ
は
「
日
本
」。
子
ど

も
た
ち
は
日
本
に
昔
か
ら
伝
わ

る
文
化
や
遊
び
を
実
際
に
体
験

し
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
に
触
れ

て
い
く
。

　

第
１
週
目
は
「
茶
道
」
に
取

り
組
ん
だ
。お
茶
室
を
彩
る「
生

け
花
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
花
を
、
形
や

高
さ
、
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
見
な

が
ら
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。

お
茶
室
で
は
自
分
で
選
ん
だ
浴

衣
を
身
に
ま
と
い
、
正
座
を
し

て
お
茶
を
い
た
だ
く
と
い
う
、

特
別
な
時
間
を
過
ご
し
た
。
か

ぶ
と
む
し
グ
ル
ー
プ
（
５
歳
か

ら
７
歳
）
の
子
ど
も
た
ち
は
、

お
茶
を
点
て
る
と
こ
ろ
か
ら
挑

戦
し
た
。
茶
筅
を
使
っ
て
手
を

動
か
し
、
心
を
込
め
て
点
て
た

お
抹
茶
は
特
別
な
味
が
し
た
よ

う
で
、
大
切
そ
う
に
味
わ
っ
て

飲
ん
で
い
た
。
子
ど
も
た
ち
が

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

は
、や
は
り
お
茶
菓
子
の
時
間
。

「
お
か
し
、
ち
ょ
ー
だ
い
」
と

笑
顔
で
お
ね
だ
り
す
る
姿
も
見

ら
れ
、
み
ん
な
で
美
味
し
く
食

べ
た
。
週
の
最
後
に
は
、
お
茶

菓
子
を
自
分
た
ち
で
手
作
り
す

る
活
動
も
行
い
、
作
る
楽
し
さ

と
食
べ
る
喜
び
の
両
方
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
た
。
１
週
間
を

通
し
て
茶
道
文
化
に
触
れ
る
こ

と
で
、
日
本
の
お
も
て
な
し
の

精
神
を
感
じ
る
素
敵
な
時
間
と

な
っ
た
。

茶道や生け花
こどものくに幼稚園

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
始
ま
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
小
島
昇
校
長
）
は
、

6
月
21
日
に
保
護
者
会
が
主
催

す
る
日
本
文
化
伝
承
行
事
と
し

て
、
阿
波
踊
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

連
を
招
き
公
演
を
行
っ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
は
徳
島
県
の
伝

統
芸
能
で
あ
る
阿
波
踊
り
の
楽

し
さ
を
、
現
地
の
人
た
ち
に
広

め
る
活
動
を
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
哀
愁
を
帯
び

た
曲
調
の
「
吉
野
川
」
と
い
う

曲
に
の
せ
て
、し
と
や
か
な「
女

踊
り
」
で
幕
を
開
け
た
。
美
し

い
着
物
を
ま
と
っ
た
４
人
の
踊

り
子
が
舞
い
始
め
る
と
、
児
童

生
徒
た
ち
は
そ
の
優
雅
な
世
界

に
引
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、

日
本
３
大
盆
踊
り
の
一
つ
で
あ

る
阿
波
踊
り
が
発
展
し
た
歴
史

を
学
び
、
楽
器
紹
介
で
は
、
笛
・

鉦
（
か
ね
）・
締
め
太
鼓
・
大

太
鼓
の
音
色
が
披
露
さ
れ
、
そ

の
響
き
を
楽
し
ん
だ
。

　

続
い
て
「
男
踊
り
」
の
踊
り

子
た
ち
に
率
い
ら
れ
、
法
被
を

着
た
子
供
た
ち
が
続
々
と
登
場

す
る
と
観
客
席
か
ら
歓
声
が
上

が
り
、
一
気
に
に
ぎ
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
し
て
き
た
初
等
部

１
年
生
の
児
童
た
ち
は
、
そ
の

成
果
を
舞
台
で
披
露
し
た
。
そ

し
て
、
３
人
の
子
供
に
よ
る
う

ち
わ
裁
き
が
鮮
や
か
で
俊
敏
な

踊
り
や
、の
び
や
か
で
力
強
く
、

表
情
豊
か
な
男
踊
り
も
披
露
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
り
の
違
い

を
堪
能
し
た
。
子
供
た
ち
が
再

登
場
す
る
と
、
次
々
と
繰
り
出

さ
れ
る
「
ヤ
ッ
ト
サ
ー
」
と
い

う
掛
け
声
に
、
観
客
席
か
ら
も

「
ヤ
ッ
ト
ヤ
ッ
ト
ー
」
と
い
う

歓
声
が
上
が
っ
た
。
次
に
、
阿

波
踊
り
歴
30
年
以
上
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
振
付
の
指
導
が
行
わ

れ
、
生
徒
・
教
師
・
保
護
者
も

踊
り
に
加
わ
っ
た
。
参
加
者
た

ち
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
輪
に
な

っ
て
踊
り
歩
き
、
響
き
渡
る
掛

け
声
や
和
楽
器
の
音
色
も
加
わ

っ
て
、
会
場
は
大
き
な
一
体
感

と
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
子
供
た

ち
は
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た

踊
り
た
い
」と
感
想
を
述
べ
た
。

保
護
者
か
ら
も
「
阿
波
踊
り
を

通
し
て
、
会
場
全
体
が
ひ
と
つ

に
な
る
感
じ
が
よ
か
っ
た
」「
軽

や
か
な
楽
器
の
リ
ズ
ム
に
日
本

の
夏
を
思
い
出
し
、
熱
い
思
い

が
込
み
上
げ
て
き
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校
で
阿
波
踊
り
公
演

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ダ

ブ
ル
ダ
ッ
チ
チ
ー
ム
は
、
6
月

12
日
か
ら
4
日
ま
で
サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
サ
ム
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
ダ
ブ
ル
ダ

ッ
チ
リ
ー
グ
（
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｌ
）
主

催
の
世
界
大
会
に
出
場
し
、
今

年
も
輝
か
し
い
成
果
を
収
め

た
。

　

今
回
は
中
学
生
を
中
心
と
し

た
2
チ
ー
ム
・
計
8
人
が
挑
戦

し
た
。８
年
生
チ
ー
ム「Ninja

」

は
堂
々
の
3
位
入
賞
、
７
年
生

チ
ー
ム
「Samurai

」
も
上
位

入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果

を
残
し
た
。
惜
し
く
も
総
合
優

勝
は
逃
し
た
も
の
の
、
最
高
得

点
を
記
録
し
た
演
技
も
あ
り
、

Ninja

が
3
位
入
賞
、 Samurai

も
接
戦
を
戦
い
抜
き
、
上
位
入

賞
を
果
た
し
た
。
大
会
中
、
審

査
員
や
他
チ
ー
ム
か
ら
も
「
育

英
の
演
技
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
」
と
の
賛
辞
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
、
存
在
感
を
し
っ
か
り

と
示
せ
た
出
場
と
な
っ
た
。

育
英
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
チ
ー
ム

世
界
大
会
に
出
場

　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
（
Ｎ
Ｊ
州

パ
ラ
マ
ス
、小
田
切
利
幸
校
長
）

幼
児
部
は
6
月
21
日
、
毎
年
恒

例
の
「
水
あ
そ
び
」
を
実
施
し

た
。
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
朝
か
ら

水
着
に
サ
ン
ダ
ル
、
お
気
に
入

り
の
帽
子
を
身
に
つ
け
て
笑
顔

で
登
校
。
先
生
か
ら
ル
ー
ル
と

遊
び
方
の
説
明
を
受
け
た
て
水

あ
そ
び
を
開
始
し
た
。

　

水
遊
び
・
噴
水
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
冷
た
い
水
を
全
身
で
感
じ

な
が
ら
「
キ
ャ
ー
！
」「
つ
め

た
ー
い
！
」
と
、
元
気
な
声
が

庭
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い
た
。

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
ふ
わ
ふ
わ
飛
ば

す
コ
ー
ナ
ー
や
、
泡
や
お
ま
ま

ご
と
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
ス

ペ
ー
ス
も
大
人
気
。
あ
ち
こ
ち

か
ら
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。
た
っ
ぷ
り
遊
ん

だ
あ
と
の
帰
り
に
は
、
恐
竜
の

人
形
が
お
土
産
と
し
て
渡
さ
れ

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
は
じ
け
「
ま

た
や
り
た
い
！
」
と
い
う
声
が

た
く
さ
ん
聞
こ
え
、
大
満
足
の

夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

NJ補習授業校幼
児
部
で

水
あ
そ
び

　

阿
波
踊
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
が

公
演
を
通
し
て
児
童
生
徒
た
ち
に

踊
り
や
楽
器
の
楽
し
さ
を
伝
え
た

https://miray109.com/
https://alto-edu.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

の
川
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回

は
「
帰
国
生
中
学
入
試
に
お
け

る
英
語
入
試
」
の
傾
向
と
対
策

に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
帰
国
生
入
試
に
お
い
て
、

英
語
は
お
子
さ
ま
の
強
み
と
し

て
活
か
し
や
す
い
科
目
で
す
。

し
か
し
近
年
、
そ
の
出
題
傾
向

に
は
少
し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ

て
い
ま
す
。
単
に
英
語
が
「
で

き
る
」
だ
け
で
な
く
、「
ど
う

伝
え
る
か
」「
ど
う
考
え
る
か
」

と
い
う
力
が
、
よ
り
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。

　

２
０
２
５
年
度
の
入
試
に
向

け
、
い
く
つ
か
の
学
校
で
は
英

語
の
問
題
に
工
夫
が
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
長
文
読

解
で
は
、
文
章
量
が
増
え
た
だ

け
で
な
く
、
設
問
内
容
が
一
層

深
く
な
り
「
筆
者
の
意
見
に
賛

成
か
反
対
か
」
と
い
っ
た
自
分

の
立
場
を
問
う
も
の
や
、「
あ

な
た
な
ら
ど
う
考
え
る
か
」
と

い
っ
た
自
由
記
述
形
式
の
出
題

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
試
験
に
お

い
て
も
、
以
前
よ
り
も
構
成
力

や
一
貫
性
が
重
視
さ
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
正
確
な
英
文
を

「
帰
国
生
中
学
入
試

英
語
入
試
の
傾
向
と
対
策
」

13

書
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
自
分
の

考
え
を
わ
か
り
や
す
く
、
筋
道

を
立
て
て
伝
え
る
こ
と
」
が
評

価
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
将
来
の
探
究
学
習
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
型
授
業
に
も
つ

な
が
る
重
要
な
力
で
す
。

　

英
検
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
ス
コ

ア
を
出
願
時
に
求
め
る
学
校
も

あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
「
ス

コ
ア
提
出
の
み
で
合
否
を
判
断

し
な
い
」
と
い
う
学
校
も
増
え

て
い
ま
す
。
実
際
の
英
語
力
を

測
る
に
は
、
記
述
式
や
面
接
な

ど
で
直
接
見
る
と
い
う
方
針
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
夏
以
降
の

学
習
で
は
「
自
分
の
意
見
を
英

語
で
表
現
す
る
練
習
」
を
取
り

入
れ
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
日
常
の
出
来
事
や
ニ

ュ
ー
ス
に
つ
い
て
親
子
で
英
語

で
話
す
時
間
を
つ
く
っ
た
り
、

短
い
文
章
で
も
い
い
の
で
エ
ッ

セ
イ
を
書
く
練
習
を
習
慣
に
し

た
り
す
る
こ
と
が
、
入
試
に
直

結
す
る
力
に
な
り
ま
す
。
比
較

的
家
族
で
過
ご
す
時
間
が
多
い

こ
の
夏
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
ト
ラ

イ
し
て
み
て
く
だ
い
。

　
　
　
　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
）で
は
、

第
43
回
目
と
な
る
前
期
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
（
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
：
笠
間
将
平
）
が
開
幕
し
た
。

幼
児
部
・
小
学
部
に
加
え
、
英

語
に
特
化
し
た
英
語
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
、
２
週
間
の
宿
泊
型
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
放
課
後
に
行

う
野
球
教
室
と
日
本
語
の
学
習

に
特
化
し
た
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご

教
室
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
幼
児
部
は
40
人
以
上

が
参
加
。「
日
本
の
夏
を
感
じ

よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

の
夏
を
感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
を
待

っ
て
い
る
。
開
幕
週
は
猛
暑
に

見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
水
遊
び

や
水
泳
教
室
、
日
本
人
パ
テ
ィ

シ
エ
を
招
い
た
デ
ザ
ー
ト
ク
ッ

キ
ン
グ
な
ど
の
楽
し
い
活
動
が

続
い
た
。
例
年
年
長
の
み
が
参

加
す
る
水
泳
教
室
は
、
今
年
か

ら
年
中
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
験

豊
富
な
指
導
者
に
よ
る
丁
寧
な

レ
ッ
ス
ン
は
毎
年
高
い
評
価
を

得
て
お
り
「
顔
を
水
に
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
子
が
、
最
終
日
に

は
ク
ロ
ー
ル
を
泳
げ
る
よ
う
に

な
る
」
と
い
う
驚
き
の
成
長
も

珍
し
く
な
い
。
デ
ザ
ー
ト
ク
ッ

キ
ン
グ
で
は
、
人
気
パ
テ
ィ
シ

エKosaka’s Kitchen

の
小
坂

氏
を
講
師
に
招
き
、
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
フ
ェ
作
り
に

挑
戦
。フ
ル
ー
ツ
を
カ
ッ
ト
し
、

生
ク
リ
ー
ム
を
絞
り
、
思
い
思

い
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
。

完
成
し
た
パ
フ
ェ
は
お
昼
ご
は

ん
の
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
提
供
さ

れ
、「
こ
れ
、
僕
が
作
っ
た
ん

だ
よ
！
」「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お

い
し
い
！
」
と
満
面
の
笑
顔
が

広
が
っ
た
。

　

放
課
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
恒
例
の
サ
マ
ー
野
球
教
室

も
開
講
中
。
男
女
・
学
年
の
垣

根
を
越
え
多
く
の
児
童
が
元
気

い
っ
ぱ
い
汗
を
流
し
て
い
る
。

指
導
は
元
甲
子
園
球
児
の
葛
城

教
諭
。
夏
の
甲
子
園
を
思
わ
せ

る
熱
血
指
導
と
、
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
声
か
け

で
、
子
ど
も
た
ち
は
日
々
の
練

習
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
途

中
参
加
も
受
け
付
け
て
い
る
。

日
本
の
夏
を
感
じ
よ
う

前
期
育
英
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
６
月

26
日
、
初
等
部
１
年
生
の
生
活

科
移
動
教
室
を
行
っ
た
。
少
し

肌
寒
い
中
で
の
実
施
に
な
っ
た

が
、
子
供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
ん
で
い
た
。「
う
み
べ
で
あ

そ
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
リ

ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
パ
ー
ク
で
２

つ
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

１
つ
目
の
活
動
は
「
生
き
物

探
し
」。
２
人
１
組
で
磯
に
出

か
け
、
カ
ニ
や
貝
殻
な
ど
を
探

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に

な
っ
て
岩
場
を
探
し
回
り
、
生

き
物
の
特
徴
を
観
察
し
た
り
、

ア
ー
ト
の
時
間
に
使
用
す
る
た

め
の
貝
殻
を
拾
っ
た
り
し
た
。

２
つ
目
の
活
動
は
「
浜
遊
び
」。

こ
の
日
の
た
め
に
、
事
前
に
ク

ラ
ス
で
話
し
合
い
な
が
ら
遊
び

を
考
え
た
。
水
鉄
砲
遊
び
か
ら

始
ま
り
、
山
崩
し
ゲ
ー
ム
、
そ

し
て
砂
浜
街
作
り
を
行
っ
た
。

特
に
、
海
水
を
使
っ
た
水
路
作

り
や
池
作
り
に
夢
中
に
な
り
、

時
間
い
っ
ぱ
い
浜
遊
び
を
楽
し

ん
だ
。
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

パ
ー
ク
の
豊
か
な
自
然
に
ふ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
五
感
を
通

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
自

然
と
と
も
に
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し

さ
を
実
感
し
た
。
心
に
残
る
、

充
実
し
た
１
日
と
な
っ
た
。

海とふれあう
特別な1日

NY日本人学校の1年生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校(

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ 

森
本
恵
作
校
長)

の
中

等
部
33
人
が
6
月
25
日
、
エ
ン

パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
を
訪
れ

た
。

　

１
９
３
１
年
に
建
設
さ
れ
た

こ
の
ビ
ル
は
、
当
時
世
界
一
高

い
ビ
ル
と
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

に
君
臨
し
た
。
現
在
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る

が
、
同
時
に
環
境
対
策
の
先
進

例
と
し
て
も
注
目
を
さ
れ
て
い

る
。
中
等
部
の
生
徒
は
、
そ
の

環
境
対
策
を
未
来
の
街
づ
く
り

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
、
事
前
学
習
を
経

て
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ

ル
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
生

徒
た
ち
は
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
話

に
耳
を
傾
け
、
懸
命
に
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
事
前
学
習
で
得
た

知
識
と
新
た
な
情
報
を
整
理
し

て
い
た
。

　

展
望
台
で
は
、
自
由
の
女
神

を
含
む
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
街
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
エ
ン

パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
象
徴
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
事
後
学
習
と

し
て
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト

ビ
ル
の
環
境
対
策
が
日
本
の
将

来
の
街
づ
く
り
に
ど
う
生
か
さ

れ
る
か
を
考
察
し
て
発
表
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

エンパイアステートビルを見学
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
中
等
部

環
境
対
策
の
先
進
例
学
ぶ

tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://friends.nyikuei.org/
https://jp.kennedyinternational.org/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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そ
れ
に
し
て
も
世
の
中
も

10
年
経
て
ば
様
変
わ
り
で
す

ね
。
私
は
団
塊
世
代
の
少
し
後

の
世
代
で
す
。
高
校
３
年
の
年

の
瀬
に
父
が
他
界
し
明
治
学
院

大
学
在
学
中
に
学
納
金
稼
ぎ
に

故
郷
コ
ン
サ
ー
ト
や
学
生
た
ち

で
海
の
家
の
経
営
を
や
り
ま

す
。
そ
し
て
あ
る
地
元
政
治
家

の
後
援
会
活
動
や
企
画
を
引
き

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
か

ら
選
挙
対
策
の
秘
書
と
し
て
国

政
候
補
の
選
挙
対
策
秘
書
に
抱

え
ら
れ
ま
す
。
今
の
様
に
税

金
で
選
挙
す
る
時
代
で
は
な
い

の
で
自
費
と
集
め
て
き
た
お
カ

ネ
で
人
を
雇
い
後
援
会
事
務
所

や
選
対
事
務
所
を
持
つ
の
で

す
。
候
補
の
貧
富
の
差
は
歴
然

と
出
ま
す
。
金
権
選
挙
花
ざ
か

り
で
世
の
中
は
不
動
産
バ
ブ
ル

で
浮
か
れ
て
い
ま
す
。
当
然
の

よ
う
に
大
学
は
休
学
で
す
。
そ

の
世
界
を
離
れ
て
そ
の
後
に
音

楽
、
花
、
カ
ル
チ
ャ
ー
の
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
最
近
は
世
界
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
配
信
が
主
流
に
な
り
ま

し
た
。
僕
の
最
も
苦
手
な
要
素

で
す
ね
。
若
い
人
に
学
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
日
本

で
は
カ
ル
チ
ャ
ー
の
世
界
は
伝

統
芸
能
や
各
流
派
に
は
ま
だ
家

元
制
度
や
徒
弟
制
度
が
存
在
し

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
置
い

て
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
法
は
ま
だ

浸
透
し
て
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
環

境
の
中
で
も
若
い
人
は
次
々
と

世
界
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

そ
れ
は
悪
い
事
で
は
な
い
で
す

も
の
ね
。
そ
れ
で
も
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
ド
リ
ー
ム
は
育
ち
に
く
い

面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
名
前
ば
か

り
で
事
務
所
の
意
向
が
左
右
し

た
り
売
り
出
し
た
い
大
人
の
事

情
が
絡
ん
だ
り
し
ま
す
。
所
謂

コ
ネ
社
会
で
す
ね
。
そ
れ
は
で

も
日
本
だ
け
で
は
な
い
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
数
日
前
に
以
前

に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
手
伝
っ

てkajikisshow

カ
ー
ネ
ギ
ー

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
活
躍
を 74

ホ
ー
ル
に
ゴ
ス
ペ
ル
を
歌
い
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
紙
の
一

面
を
飾
っ
た
テ
ィ
ア
さ
ん
が
Ｔ

Ｖ
番
組
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
ゴ
ス
ペ
ル
チ
ー
ム
を

主
催
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
有
名

な
大
会
で
優
勝
し
出
演
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
１
週
間
前
に

は
タ
レ
ン
ト
中
山
秀
征
さ
ん

の
シ
ュ
ー
イ
チ
の
番
組
で
昨

年
10
月
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ルkajikisshow

で
初
の
着
物

ド
レ
ス
着
付
け
師
と
初
出
演
し

た
桐
山
さ
ん
が
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
で
着
物
の
着
付
け
師

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ルkajikisshow

が
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
登
竜
門
と
な
り
嬉

し
い
限
り
で
す
。
今
後
の
日
本

は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
世
界

の
舞
台
で
活
躍
す
る
の
が
日
本

の
活
性
化
に
な
り
ま
す
ね
。
僕

の
若
い
頃
に
も
世
界
へ
挑
む
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
俳
優
の
三

船
敏
郎
さ
ん
や
黒
澤
明
監
督
そ

し
て
ジ
ャ
ス
界
の
渡
邉
貞
夫
さ

ん
日
野
皓
正
さ
ん
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
三
宅
一
生
さ

ん
高
田
賢
三
さ
ん
や
他
に
も
き

ら
星
の
如
く
沢
山
の
方
が
い

ま
し
た
ね
。
今
、
思
い
出
し

て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
日

本
は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ビ
ジ

ネ
ス
が
世
界
の
主
流
に
な
る
。

JapaneseSTYLE
が
突
破
口

で
す
ね
。
そ
し
て
世
界
へ
の
通

じ
る
日
本
が
私
の
夢
で
す
。
た

だ
日
本
で
は
中
々
若
い
皆
さ
ん

も
業
界
の
し
が
ら
み
が
あ
る
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
せ
ん
。
と

く
に
エ
ン
タ
メ
芸
能
界
や
伝

統
は
一
定
の
縛
り
か
あ
り
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
（
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
）
等
と
の
日
頃
付
き
合
い
も

貸
し
借
り
も
な
い
と
ス
ン
ナ
リ

は
記
事
に
な
り
ま
せ
ん
。
所
謂

業
界
の
掟
で
す
ね
。
総
じ
て
そ

れ
は
僕
ら
の
組
織
に
も
そ
う
い

う
の
は
あ
り
ま
す
か
ら
仕
方
な

い
ね
。
し
か
も
民
間
事
業
で
す

か
ら
自
由
な
競
争
力
で
す
。
私

が
や
っ
て
るkajikisshow

ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
が
新
人
の
登
竜
門
と
な
っ

て
世
界
へ
の
突
破
口
に
な
れ
ば

楽
し
い
も
の
で
す
。（
か
じ
き
・

と
し
み
／
花
の
街
振
興
財
団
／

Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
ご

家
庭
で
も
手
軽
に
水
素
を
取
り

入
れ
ら
れ
る
方
法
と
し
て
人
気

の
「
水
素
風
呂
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
入
浴
は
一
日
の

疲
れ
を
癒
す
大
切
な
時
間
で
す

が
、
そ
こ
に
水
素
の
力
を
加
え

る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
リ
ラ
ッ

ク
ス
や
美
容
・
健
康
へ
の
サ
ポ

ー
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
市
販
さ
れ
て
い
る
水

素
風
呂
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
多
く
の
方
が
手
軽
に

取
り
入
れ
て
い
る
の
が
「
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
反
応
型
」
の
使
い
捨

て
タ
イ
プ
で
す
。
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
と
水
が
反
応
し
て
水
素
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
る
仕
組
み
で
、
袋

状
に
な
っ
て
お
り
、
湯
船
に
入

れ
る
だ
け
で
水
素
風
呂
が
楽
し

め
る
手
軽
さ
が
特
徴
で
す
。
使

い
切
り
タ
イ
プ
が
主
流
で
旅
行

時
な
ど
に
も
便
利
で
す
。ま
た
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
ご
使

用
の
方
も
安
心
し
て
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。

　

次
に
、「
電
気
分
解
タ
イ
プ
」

の
水
素
風
呂
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。
専
用
の
電
極
機
器
を
浴
槽

に
設
置
し
て
使
用
す
る
も
の

で
、
水
を
電
気
分
解
す
る
こ
と

で
高
濃
度
の
水
素
を
安
定
し
て

生
成
で
き
ま
す
。
日
常
的
に
水

素
入
浴
を
続
け
た
い
方
や
、
ご

家
族
で
共
有
し
た
い
方
に
は
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
面

で
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
素
パ
ウ
ダ
ー
や
入

浴
剤
タ
イ
プ
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
水
素
が
発
生
す
る
時

間
や
濃
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

場
合
も
あ
り
、
製
品
選
び
の
際

に
は
成
分
や
実
績
を
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
サ
ロ
ン
で
も
、
ご
自
宅
で

水
素
風
呂
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
使
い
捨
て
タ
イ
プ

ス
効
果
な
ど
、
幅
広
い
目
的
に

対
応
で
き
る
ア
イ
テ
ム
で
す
。

ご
自
分
に
合
っ
た
水
素
風
呂
を

取
り
入
れ
て
、
日
々
の
セ
ル
フ

ケ
ア
を
よ
り
豊
か
に
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
35
）
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
水
素
風
呂
を
ご
存
知
で
す
か
？

の
ア
ル
ミ
パ
ッ
ク
式
と
、
電
極

機
器
を
使
っ
た
本
格
タ
イ
プ
の

両
方
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
使
用
頻
度
に
応
じ
て
お
選
び

い
た
だ
け
ま
す
。

　

水
素
風
呂
は
、
冷
え
や
疲
労

感
の
軽
減
、
肌
や
髪
の
う
る
お

い
保
持
、
筋
肉
痛
、
リ
ラ
ッ
ク

https://www.hondag.com
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皆
さ
ん
は
、
宿
題
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
か
。
な
ぜ
、

宿
題
を
す
る
の
か
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
か
。
僕
は
、

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が

な
ぜ
宿
題
が
必
要
だ
と
思
う

の
か
3
つ
の
例
を
あ
げ
て
説

明
し
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
学
ん
だ
事
を

次
に
つ
な
げ
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。『
イ
ン
プ
ッ
ト
』
す
る

た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
復

習
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ち
ゃ
ん
と
自
習
が
出
来
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、

自
習
を
し
よ
う
と
し
な
い
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
な
る
と
『
次
に
つ
な
げ

る
』
が
出
来
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
生

が
宿
題
と
し
て
出
せ
ば
必
ず

み
ん
な
が
し
て
提
出
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
宿
題
を
し

て
な
い
と
先
生
に
注
意
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
な
の
で
、

み
ん
な
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
き

ま
す
。
そ
れ
で
、
し
っ
か
り

と
復
習
し
て
『
イ
ン
プ
ッ
ト
』

が
で
き
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、
計
画
で
す
。

よ
く
あ
り
が
ち
な
事
は
、
友

達
と
遊
ぶ
た
め
に
宿
題
を
あ

と
回
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
ど

ん
ど
ん
後
に
し
て
行
く
に
つ

れ
宿
題
を
す
る
時
間
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
宿
題
を
や
ら
ず
に
学
校

に
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
先

生
に
注
意
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
宿
題
を
す
る

時
間
の
計
画
を
決
め
て
時
間

通
り
に
や
っ
て
い
け
ば
宿
題

を
忘
れ
る
事
が
な
く
な
り
ま

す
。
宿
題
で
は
、す
る
時
間
や
、

計
画
を
立
て
て
し
っ
か
り
と

動
く
こ
と
の
練
習
で
も
あ
る

と
僕
は
、
思
い
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、
テ
ス
ト
に
も

つ
な
が
る
と
い
う
事
で
す
。

例
を
挙
げ
て
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
A
さ
ん
は
出
さ
れ
た
宿

題
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
B
さ
ん
は
宿

題
を
や
ら
ず
に
遊
ん
で
い
ま

す
。
次
の
日
テ
ス
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
A
さ
ん
は
1
0
0

点
を
と
り
ま
し
た
が
、
B
さ

ん
は
1
0
0
点
を
取
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆

さ
ん
は
、
な
ぜ
だ
と
思
い
ま

す
か
。
そ
う
で
す
、
B
さ
ん

は
、
宿
題
を
や
ら
ず
に
遊
ん

で
い
た
事
が
原
因
で
す
。
宿

題
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た

ら
、
B
さ
ん
も
1
0
0
点
を

取
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
の

広
島
、
そ
し
て
同
年
八
月
九

日
の
長
崎
と
言
え
ば
、
何
を

思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
、
日
本
人
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
あ
の
日
。
世
界

で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
た
の
で
す
。
地
獄
絵
図

と
化
し
た
二
つ
の
都
市
で
は
、

二
十
一
万
人
以
上
の
人
々
が

無
念
の
う
ち
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え

て
、
広
島
や
長
崎
に
原
爆
を

落
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
行
為

は
「
悪
」
で
あ
る
と
切
り
捨

て
て
も
よ
い
も
の
な
の
か
。

　

小
手
鞠
る
い
さ
ん
著
作
の

「
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
」
で
は
、

主
人
公
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
、

メ
イ
を
含
む
ア
メ
リ
カ
の
高

校
生
八
人
が
、
四
対
四
に
分

か
れ
、
こ
の
議
題
を
元
に
デ

ィ
ベ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
「
原
爆
は
当
然
悪
だ
。」
と

い
う
人
が
多
い
の
は
事
実
で

し
ょ
う
。
私
も
こ
の
本
を
読

む
ま
で
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
の
人
間
の
よ
う
に
「
原
爆

を
落
と
す
な
ん
て
悪
以
外
あ

り
え
な
い
。」
と
決
め
つ
け
て

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
彼
ら

の
白
熱
し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

内
容
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
、

こ
の
議
題
の
奥
深
さ
を
知
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
論

は
単
純
に
「
人
を
た
く
さ
ん

殺
し
た
か
ら
悪
だ
。」「
い
や
、

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に

必
要
だ
っ
た
。
悪
で
は
な
い
。」

の
賛
否
両
論
で
分
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
が
原
爆
を
投
下
し

た
意
味
、
日
本
の
侵
略
行
為
、

ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
部
隊
、

戦
争
と
は
何
か
、
平
和
と
は

何
か
、
も
し
も
あ
の
時
―
。

「
宿
題
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
嶋
　
丞
来

　

ぼ
く
は
コ
ウ
マ
の
鉛
筆
。

あ
い
つ
は
絵
を
描
く
の
が
上

手
だ
、
絵
を
描
く
と
き
は
よ

く
ぼ
く
を
使
う
。
で
も
ぼ
く

を
使
う
時
と
い
う
の
は
、
絵

を
描
く
と
き
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

そ
の
時
は
勉
強
の
時
だ
。
そ

の
勉
強
の
時
の
態
度
に
、
毎

日
呆
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
あ
い
つ
は
根
っ

か
ら
の
勉
強
嫌
い
だ
か
ら
だ
。

ぼ
く
は
い
つ
も
補
習
校
の
宿

題
を
始
め
な
い
の
か
待
っ
て

い
る
。
や
っ
と
お
父
さ
ん
と

机
へ
き
た
と
思
え
ば
、
や
る

気
が
な
い
。
ぼ
く
を
つ
ま
み

上
げ
て
、
や
る
気
の
な
さ
そ

う
な
字
を
書
く
。
ち
ゃ
ん
と

勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と

わ
か
っ
て
い
る
の
か
。
も
ち

ろ
ん
わ
か
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
。
で
も
や
り
た
く
な
い
よ

う
だ
。
そ
の
気
持
ち
は
わ
か

る
け
れ
ど
、
お
前
の
お
父
さ

ん
の
言
っ
て
い
る
こ
と
の
方

が
正
し
い
。
勉
強
は
お
前
の

将
来
の
役
に
立
つ
。

　

そ
し
て
し
ば
ら
く
た
っ
た

後
、
宿
題
を
少
し
ず
つ
進
め

る
。
そ
の
時
は
や
る
気
が
あ

る
顔
だ
っ
た
し
、
手
に
力
が

入
っ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ

た
。
や
っ
と
か
、
と
思
っ
た
。

で
も
違
っ
た
ん
だ
。
あ
い
つ

は
た
だ
絵
を
描
い
て
い
た
だ

け
だ
っ
た
。
ま
た
だ
。
毎
日

の
よ
う
に
あ
い
つ
に
は
呆
れ

る
。

　

絵
が
上
手
な
と
こ
ろ
は
長

所
だ
が
、
勉
強
嫌
い
な
と
こ

ろ
は
短
所
だ
。
勉
強
さ
え
で

き
れ
ば
将
来
き
っ
と
い
ろ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
。
絵
を
描

く
仕
事
を
や
り
た
く
て
も
、

生
き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な

の
は
勉
強
だ
。
絵
も
勉
強
も

ぼ
く
を
使
っ
て
も
っ
と
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
後
悔
す
る
前
に
頑

張
れ
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
１
年
）

様
々
な
角
度
か
ら
物
事
を
慎

重
に
見
極
め
な
い
と
、
本
質

は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
本
の

中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
議
論

を
通
し
て
、
私
は
、
目
か
ら

う
ろ
こ
が
落
ち
た
よ
う
な
衝

撃
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
本
は
、
作
者
が

日
本
人
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
に
住
む
高
校

生
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る

と
い
う
の
も
、
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

人
と
し
て
「
落
と
さ
れ
た
側
」

の
視
点
で
は
な
く
「
落
と
し

た
側
」
に
い
る
人
間
の
立
ち

場
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で

す
。
ゆ
え
に
日
本
人
の
視
点

だ
け
で
は
想
像
も
で
き
な
か

っ
た
事
実
が
、
次
々
と
提
示

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を

前
に
し
て
揺
れ
動
く
自
分
の

意
見
・
主
張
。
討
論
が
白
熱

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
何
が
本
当

に
正
し
い
の
か
、
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

最
後
の
最
後
で
、
八
人
の

出
し
た
答
え
は
い
っ
た
い
な

ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
重

ね
て
い
っ
た
先
に
見
出
し
た
、

誰
も
が
納
得
す
る
こ
と
の
で

き
る
結
論
。
読
み
終
わ
っ
た

読
者
の
心
に
、
一
筋
の
光
が

差
し
込
ん
だ
よ
う
な
深
い
感

動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も

の
で
し
た
。
も
し
彼
ら
の
出

し
た
答
え
を
知
り
た
い
と
思

っ
た
な
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
本
を

手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
10
か
月
）

「
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
」

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
先
に
あ
る
も
の

　
　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
土
曜
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
絢
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話
し
て
お
母
さ
ん
に
「
早
く

帰
っ
て
来
て
ね
。」
と
言
い
ま

し
た
。
お
ば
さ
ん
か
ら
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
と
聞
い
た

時
、
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
来

る
と
思
っ
て
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

お
母
さ
ん
が
帰
る
日
、
お

父
さ
ん
と
車
で
む
か
え
に
行

き
ま
し
た
。
車
の
中
で
は
じ

め
て
み
な
ち
ゃ
ん
を
見
た
時
、

ほ
に
ょ
ほ
に
ょ
で
ち
い
ち
ゃ

く
て
、
か
わ
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
み
な
ち
ゃ
ん
が
は
じ

め
て
私
を
見
た
時
、
か
わ
い

い
声
で
ギ
ャ
ー
と
な
き
ま
し

た
。

　

家
に
着
い
た
ら
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
と
ケ
ー
キ
で
お
い

わ
い
を
し
ま
し
た
。
私
は
自

分
の
た
ん
生
日
ケ
ー
キ
だ
と

思
っ
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
立

て
て
も
ら
っ
て
ふ
き
消
し
ま

し
た
。

　

み
な
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
て

だ
っ
こ
し
た
時
、
私
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
顔

を
の
ぞ
く
と
、
み
な
ち
ゃ
ん

は
ま
ん
丸
い
目
で
、
私
を
ジ

ー
ッ
と
見
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
一
し
ょ
に
ク
リ

ス
マ
ス
を
お
い
わ
い
し
た
時

の
写
真
は
、
私
と
お
母
さ
ん

の
お
気
に
入
り
で
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
前
に
、
私

と
み
な
ち
ゃ
ん
が
な
ら
ん
で

す
わ
っ
て
い
ま
す
。
み
な
ち

ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
た
は
マ
シ
ュ

マ
ロ
み
た
い
で
、
か
み
の
毛

が
や
わ
ら
か
く
て
、
ふ
わ
ふ

わ
で
す
。
私
は
、
何
回
も
そ

の
写
真
を
見
て
、「
か
ー
わ
い

い
ー
。」
と
言
い
ま
す
。

　

み
な
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
四

才
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
小

さ
く
て
か
わ
い
い
で
す
。
さ

い
近
は
、
お
に
わ
で
一
し
ょ

に
、
子
ど
も
ス
ク
ー
タ
ー
に

の
っ
て
遊
ぶ
の
が
す
き
で
す
。

み
な
ち
ゃ
ん
も
の
せ
て
あ
げ

て
運
て
ん
す
る
と
、「
楽
し
い
、

楽
し
い
。」
と
言
っ
て
よ
ろ
こ

ん
で
、
私
も
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
ち

ゃ
ん
と
た
く
さ
ん
な
か
よ
く

遊
び
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
９
年
）

　

私
は
、
四
才
の
妹
が
大
す
き

で
す
。
名
前
は
う
つ
く
し
い
夏

と
書
い
て
、
み
な
つ
で
す
。
私

が
四
才
の
時
の
夏
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
は
「
み
な
ち
ゃ
ん
」

と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
、

「
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
よ
。」

と
言
っ
た
時
、
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
み
な
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
時
、
お
母
さ
ん
が
び

ょ
う
い
ん
に
行
っ
て
い
て
、
私

は
お
ば
さ
ん
と
家
に
い
ま
し

た
。
さ
み
し
か
っ
た
の
で
、
電

ん
。
宿
題
と
い
う
の
は
、
テ
ス

ト
に
出
る
範
囲
内
の
も
が
で
た

り
、
み
ん
な
が
少
し
苦
手
な
部

分
な
ど
も
で
た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
文
を
読
ん
で
宿
題
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
か
。
だ
か
ら
、
面
倒
で
も

し
っ
か
り
と
や
っ
た
方
が
良
い

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
か
月
）
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日
本
マ
ン
ガ
学
会
（
会
長
：

す
が
や
み
つ
る
）
第
24
回
大
会

が
鳥
取
県
米
子
市
で
開
催
さ

れ
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
6

月
28
日
（
土
）
は
会
員
に
よ
る

研
究
発
表
で
、
翌
29
日
（
日
）

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ミ
ス
テ
リ

ア
スTOTTORI

」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

鳥
取
県
は
、「
ま
ん
が
王
国
」

の
建
国
を
宣
言
し
て
お
り
、「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
の
水
木
し
げ

る
、「
遥
か
な
町
へ
」「
父
の
暦
」

の
谷
口
ジ
ロ
ー
、「
名
探
偵
コ

ナ
ン
」
の
青
山
剛
昌
を
は
じ
め

と
す
る
多
数
の
マ
ン
ガ
家
を
輩

出
し
て
い
ま
す
。
水
木
し
げ
る

の
ふ
る
さ
と
境
港
市
に
は
「
水

木
し
げ
る
記
念
館
」
や
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

境
港
駅
か
ら
水
木
し
げ
る
記
念

館
ま
で
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
続

く
妖
怪
の
道
の
両
側
に
１
７
８

体
の
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

境
線
（
米
子
〜
境
港
間
）
に

は
、
妖
怪
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ

た
「
鬼
太
郎
列
車
」
も
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
青
山
剛
昌
の
出

身
地
の
北
栄
町
で
は
「
青
山
剛

昌
ふ
る
さ
と
館
」
や
コ
ナ
ン
通

り
が
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
ま

す
。こ
ち
ら
も
Ｊ
Ｒ
由
良
駅（
コ

ナ
ン
駅
）
か
ら
青
山
剛
昌
ふ
る

さ
と
館
ま
で
の
約
１
・
4
キ
ロ

を
「
コ
ナ
ン
通
り
」
と
名
付
け
、

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
中
心
と
し
た
ブ
ロ
ン

ズ
像
な
ど
の
多
数
の
オ
ブ
ジ
ェ

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の 

米
子
〜
鳥

取
間
な
ど
を
名
探
偵
コ
ナ
ン
列

車
が
運
行
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
谷
口
ジ
ロ
ー
が
作
品
で
描

写
し
た
倉
吉
市
や
鳥
取
市
で
は

落
ち
着
い
た
町
並
み
が
残
り
、

「
遙
か
な
町
へ
」
は
、
主
人
公

が
昭
和
30
年
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
ま
す
が
、
倉
吉
白
壁
土

蔵
群
の
昭
和
レ
ト
ロ
な
ま
ち
並

み
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

に
よ
る
「
全
世
界
の
ア
ニ
メ
フ

ァ
ン
が
選
ん
だ
、
訪
れ
て
み
た

い
日
本
の
ア
ニ
メ
聖
地
88
」
で

は
こ
れ
ら
3
か
所
が
選
定
さ
れ

て
お
り
、
ア
ニ
メ
の
聖
地
を
め

ぐ
る
コ
ー
ス
も
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

鳥
取
県
で
は
「
第
13
回
国
際

マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
誘
致
し

て
２
０
１
２
年
秋
に
米
子
市
で

開
催
し
、
２
０
１
２
年
を
「
ま

ん
が
王
国
と
っ
と
り
」
建
国
の

年
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
初
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
県
内
各
地
で

「
国
際
ま
ん
が
博
」
を
、
そ
の

翌
年
の
２
０
１
３
年
に
は
「
ま

ん
が
博
・
乙
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
県
内
に
二
つ
あ

る
空
港
は
、
２
０
１
０
年
に
米

子
空
港
を「
米
子
鬼
太
郎
空
港
」

に
、
２
０
１
５
年
に
は
鳥
取
空

港
を「
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
」

に
改
称
（
実
際
は
愛
称
）
し
、

飛
行
機
利
用
以
外
の
観
光
客
が

空
港
を
訪
れ
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

や
オ
ブ
ジ
ェ
を
撮
影
し
た
り
、

様
々
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
グ
ッ
ズ

な
ど
を
購
入
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
今
回
の
学
会
に
も
、
開
会

式
に
わ
ざ
わ
ざ
平
井
伸
治
県
知

事
本
人
が
出
席
し
、
自
分
の
言

葉
で
10
分
以
上
も
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

米
子
市
の
中
心
市
街
地
に

は
、「
米
子
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
と
い
う
施
設
も
あ
り

ま
す
。
実
態
は
マ
ン
ガ
図
書

館
で
す
が
、
館
内
に
は
様
々
な

読
書
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
ド
リ

ン
ク
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

マ
ン
ガ
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。　

今
回
、
今
年
3
月
に
倉
吉
市
に

開
館
し
た
鳥
取
県
立
美
術
館
に

も
足
を
延
ば
し
ま
し
た
が
、
同

館
に
も
マ
ン
ガ
に
関
す
る
常
設

展
示
が
あ
り
、
7
月
19
日
か
ら

「
水
木
し
げ
る
の
妖
怪 

百
鬼
夜

行
展
」が
開
催
予
定
で
す
。（
栗

原
祐
司　

国
立
科
学
博
物
館
副

館
長
）

2025年（令和 7年）7月 5日（土） ［旅のページ］　　（14）
　

２
０
２
５
年
も
夏
到
来
！
今

年
の
旅
行
計
画
は
お
済
み
で
す

か
？
ア
メ
リ
カ
に
は
、
ア
メ
リ

カ
に
い
る
か
ら
こ
そ
気
軽
に
行

け
る
魅
力
的
な
旅
行
先
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
一
生
の
思
い
出
に

な
る
特
別
な
旅
行
計
画
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
そ
の

中
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
5

時
間
で
行
け
る
中
米
の
楽
園

「
コ
ス
タ
リ
カ
」
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
織
り
な
す
癒
し

の
地

　

コ
ス
タ
リ
カ
は
中
米
の
楽

園
・
癒
し
の
楽
園
と
呼
ば
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
と
の

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
な
出
会
い

が
魅
力
。
豊
か
な
自
然
の
中
で

楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

充
実
し
て
お
り
、
大
自
然
が
生

み
出
し
た
天
然
温
泉
で
露
天
風

呂
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

首
都
サ
ン
ホ
セ
な
ど
は
年
中

春
の
よ
う
な
快
適
さ
で
、
時
期

に
よ
り
見
所
が
異
な
り
ま
す
。

国
土
の
4
分
の
1
が
国
立
公
園

や
自
然
保
護
区
に
指
定
さ
れ
、

多
種
多
様
な
動
植
物
を
は
ぐ
く

む
観
光
資
源
に
満
ち
溢
れ
た
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
国
で
す
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
？
：

自
然
を
で
き
る
だ
け
破
壊
せ
ず

に
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
と
と
も
に
、
地
元
の
生

物
多
様
性
や
伝
統
文
化
と
い
っ

た
資
産
を
生
か
し
、
地
域
社
会

に
雇
用
や
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
観
光
。

■
気
候

　

サ
ン
ホ
セ
は
国
の
中
央
、
標

高
１
１
７
０
メ
ー
ト
ル
の
高
地

に
位
置
し
て
お
り
、
平
均
気
温

が
22
・
５
℃
と
年
間
を
通
じ
て

過
ご
し
や
す
い
気
候
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

季
節
は
12
月
〜
4

月
が
乾
季
、
5
月
〜
11
月
が
雨

季
と
な
り
ま
す
。

■
生
物

　

世
界
の
鳥
類
・
蝶
類
の
10

％
、
生
物
の
５
％
が
生
息
し
て

い
る
と
言
わ
れ
、
幻
の
鳥
と
言

わ
れ
る
ケ
ツ
ァ
ー
ル
に
出
会
う

チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。 

ケ

ツ
ァ
ー
ル
は
通
年
観
察
可
能
で

す
が
、
特
に
繁
殖
期
で
あ
る
2

月
〜
6
月
は
巣
が
あ
る
た
め
観

察
を
し
や
す
い
時
期
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

モ
ン
テ
ベ
ル
デ
も
し
く
は
サ

ン
ヘ
ラ
ル
ド
・
デ
・
ド
タ
な
ど

場
所
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま

す
が
、
12
月
か
ら
求
愛
が
始
ま

り
、
1
月
〜
2
月
頃
か
ら
繁
殖

期
に
入
り
ま
す
。
求
愛
の
時
期

も
オ
ス
が
舞
う
の
で
と
て
も
見

応
え
が
あ
り
ま
す 

。

　

時
期
に
よ
っ
て
お
す
す
め
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
変
わ
り
、
ケ

ツ
ァ
ー
ル
以
外
に
も
珍
し
い
野

鳥
や
生
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
サ
ル
や
ナ
マ
ケ
モ
ノ
は

通
年
観
察
で
き
、
カ
エ
ル
は
雨

期
、
昆
虫
は
種
類
に
よ
り
ま
す

が
5
月
〜
7
月
が
お
す
す
め
で

す
。

■
タ
バ
コ
ン
温
泉
リ
ゾ
ー
ト

　

首
都
サ
ン
ホ
セ
か
ら
約
3
時

間
の
温
泉
地
。
ア
レ
ナ
ル
山
の

麓
の
町
に
あ
る
タ
バ
コ
ン
温
泉

リ
ゾ
ー
ト
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
の
中
で
は
一
番

有
名
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
人
気
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

で
、
施
設
内
に
5
つ
の
源
泉
が

あ
り
、
ス
パ
な
ど
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

人
の
手
が
一
切
加
え
ら
れ
て

い
な
い
大
自
然
が
生
み
出
し
た

１
０
０
％
ピ
ュ
ア
な
天
然
温
泉

で
、
鮮
や
か
な
植
物
に
囲
ま
れ

な
が
ら
本
格
的
な
露
天
風
呂
体

験
が
で
き
ま
す
。

■
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

　

コ
ス
タ
リ
カ
が
発
祥
と
も
言

わ
れ
る
、
コ
ス
タ
リ
カ
・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や
、
国
の

シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
ナ

マ
ケ
モ
ノ
の
観
察
ツ
ア
ー
、
固

ま
っ
た
溶
岩
と
原
生
雨
林
に
沿

っ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
す
る
ア
レ
ナ

ル
火
山
国
立
公
園
散
策
ツ
ア

ー
、
吊
り
橋
を
渡
り
な
が
ら
熱

帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を
探
索
す

る
ジ
ャ
ン
グ
ル
ハ
イ
ク
ツ
ア

ー
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
コ
ー

ヒ
ー
産
業
全
体
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
象
徴
す
る
、
世
界
唯
一
の
自

社
農
園
ア
シ
エ
ン
ダ
・
ア
ル
サ

シ
ア
農
園
な
ど
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
大
自
然
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
お
す
す
め
時
期
は
3
〜
5
月

と
7
〜
9
月

　

コ
ス
タ
リ
カ
は
１
年
を
通
じ

て
旅
行
可
能
な
国
で
す
。
旅
の

テ
ー
マ
や
目
的
に
よ
っ
て
ベ
ス

ト
な
時
期
が
異
な
る
た
め
、「
乾

季
に
ビ
ー
チ
を
満
喫
し
た
い
」

「
雨
季
の
緑
に
包
ま
れ
た
い
」

「
動
物
観
察
を
楽
し
み
た
い
」

な
ど
、
希
望
に
合
わ
せ
て
計
画

す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

3
月
は
特
に
天
候
が
安
定

し
、
自
然
観
察
に
最
適
な
季
節

で
す
。
多
く
の
鳥
た
ち
が
繁
殖

期
を
迎
え
、
渡
り
鳥
を
含
む
多

彩
な
鳥
類
の
姿
を
間
近
で
観
察

で
き
る
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
に
と
っ
て
も
特
別
な
時
期
で

す
。

　

4
月
中
旬
か
ら
5
月
に
か
け

て
は
、
乾
季
か
ら
雨
季
へ
と
季

節
が
移
る
時
期
。
大
地
を
潤
す

最
初
の
雨
が
降
り
は
じ
め
、
眠

っ
て
い
た
動
植
物
が
一
斉
に
生

命
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
季
節
の
始

ま
り
で
す
。

　

7
月
か
ら
9
月
は
、
絶
滅
の

危
機
に
瀕
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
神

秘
的
な
産
卵
シ
ー
ン
や
、
迫
力

あ
る
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
楽
し
め
る
、
海
の
生
命
と
ふ

れ
あ
う
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

す
。

　

多
彩
な
魅
力
が
詰
ま
っ
た
コ

ス
タ
リ
カ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
派

か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
派
ま
で
満
喫

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。「
プ
ラ
・

ビ
ダ
（
純
粋
な
人
生
）」
を
合

言
葉
に
、
心
も
体
も
解
き
放
つ

旅
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

（
旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク

デ
ス
ク
）

www.nyseikatsu.com

Ｎ
Ｙ
か
ら
気
軽
に
行
け
る
楽
園
「
コ
ス
タ
リ
カ
」

美
し
い
ビ
ー
チ
や
活
火
山
、
熱
帯
雨
林
で
子
供
か
ら
大
人
ま
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
体
験

1
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
養
番
組

「
１
０
０
分de

名
著
」
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
カ
ナ
ダ
人
作
家

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド

の
２
０
０
５
年
の
作
品
。
代
表

作『
侍
女
の
物
語
』と
連
作『
請

願
』
が
執
筆
さ
れ
る
40
年
間
の

ほ
ぼ
中
間
の
あ
た
り
に
書
か
れ

た
。
両
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
の

あ
る
方
は
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
関

心
を
持
つ
テ
ー
マ
の
不
変
と
、

手
法
の
成
熟
の
変
化
を
味
わ
え

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

本
作
品
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に

登
場
す
る
ト
ロ
イ
ア
戦
争
を
描

く
２
大
叙
事
詩
の
一
つ
『
オ
デ

ュ
ッ
セ
イ
ア
』
を
、
英
雄
オ
デ

ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
妻
ペ
ネ
ロ
ピ
ア

ド
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
女
と
女

中
た
ち
の
語
り
で
綴
る
。

　

ト
ロ
イ
ア
戦
争
は
、
結
婚
の

祝
い
の
席
に
招
待
さ
れ
な
か
っ

た
不
和
の
神
エ
リ
ス
が
投
げ
入

れ
た
「
最
も
美
し
い
女
神
へ
」

と
書
か
れ
た
黄
金
の
リ
ン
ゴ
が

起
因
と
さ
れ
て
い
る
。
我
こ
そ

が
と
３
人
の
女
神
が
い
き
り
立

ち
、
審
判
に
選
ば
れ
た
ト
ロ
イ

ア
の
王
子
パ
リ
ス
が
選
ん
だ
の

は
、
褒
美
に
絶
世
の
美
女
を
約

束
し
た
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー
テ
だ
っ

た
。
そ
し
て
パ
リ
ス
は
我
が
意

を
得
た
り
と
、
ス
パ
ル
タ
王
メ

ネ
ラ
ー
オ
ス
の
妃
ヘ
レ
ネ
ー
を

連
れ
去
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
始
ま
る
ト
ロ
イ
ア

戦
争
の
こ
と
は
、
ホ
メ
ー
ロ
ス

の
英
雄
叙
事
詩
『
イ
ー
リ
ア

ス
』、『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
や
、

い
く
つ
も
の
叙
事
詩
に
描
か

れ
、
勝
利
し
た
ギ
リ
シ
ア
・
ス

パ
ル
タ
は
も
と
よ
り
、
敗
北
し

た
ト
ロ
イ
ア
の
物
語
が
現
代
に

も
語
り
継
が
れ
る
。

　

作
品
に
入
る
前
に
す
で
に
暗

澹
と
し
た
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ

う
。
先
ず
、
招
待
さ
れ
な
か
っ

た
か
ら
と
恨
む
不
和
の
女
神
。

だ
と
す
れ
ば
ご
遠
慮
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
の
は
短
慮
な
の
だ

ろ
う
か
。
案
の
定
諍
い
の
基
と

な
る
黄
金
の
リ
ン
ゴ
を
祝
宴
に

送
り
付
け
る
意
地
の
悪
さ
。
し

か
も
知
恵
と
戦
い
の
神
ア
テ
ナ

で
す
ら
そ
の
争
い
に
血
道
を
上

げ
る
の
だ
。
そ
し
て
チ
ャ
ラ
チ

ャ
ラ
し
た
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
王
子

パ
リ
ス
。
空
気
頭
の
中
に
は
、

算
盤
は
入
っ
て
い
た
ら
し
く
、

ヘ
レ
ネ
ー
を
連
れ
去
る
際
、
ご

っ
そ
り
と
財
宝
も
盗
ん
で
い
っ

た
。

　

ト
ロ
イ
ア
戦
争
で
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
た
絶
世
の
美
女
ヘ

レ
ネ
ー
。
彼
女
が
結
婚
す
る
際

に
も
多
く
の
求
婚
者
が
争
い
血

を
流
し
た
。
求
婚
者
の
中
に
悪

知
恵
ペ
テ
ン
師
と
名
高
い
オ
デ

ュ
ッ
セ
ウ
ス
も
い
た
が
、
命
が

惜
し
く
な
っ
た
か
、
夫
と
な
る

メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
に
協
力
し
、
十

人
並
の
容
姿
の
従
妹
ペ
ネ
ロ
ピ

ア
ド
を
娶
っ
た
。
し
か
も
ヘ
レ

ネ
ー
の
危
機
の
際
に
は
仲
間
と

駆
け
つ
け
る
と
約
束
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
置
き
去
り
に
さ

れ
た
ペ
ネ
ロ
ピ
ア
ド
の
物
語
が

始
ま
る
。

　

ペ
ネ
ロ
ピ
ア
ド
の
生
い
立
ち

や
、
ヘ
レ
ネ
ー
の
描
写
は
、
彼

女
の
語
り
口
に
任
せ
る
と
し

て
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
試
み
て
み

た
か
っ
た
の
は
、
何
だ
ろ
う
か

と
考
え
な
が
ら
読
む
と
、
よ
り

感
慨
深
い
。
水
の
精
を
母
に
も

つ
ペ
ネ
ロ
ピ
ア
ド
は
よ
く
泣

く
。
き
っ
と
昔
は
、
よ
く
泣
く

女
の
先
祖
に
は
水
の
精
が
い
た

の
だ
ろ
う
と
、
か
ら
か
わ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
も
う
少
し
踏

み
込
め
ば
、
女
は
泣
い
て
も
誰

も
ま
と
も
に
話
を
聞
い
て
く
れ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

　

ア
ト
ウ
ッ
ド
は
『
獄
中
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
劇
団
』（
２
０
１
６

年
）
な
ど
、
正
典
と
言
わ
れ
る

文
学
作
品
を
違
う
視
点
か
ら
書

き
直
す
手
法
を
よ
く
使
い
、
神

話
世
界
を
後
世
に
照
ら
し
合

わ
せ
た
『
昏
き
日
の
暗
殺
者
』

（
２
０
０
０
年
）
な
ど
が
あ
る
。

『
侍
女
の
物
語
』
と
『
請
願
』

の
連
作
も
自
ら
の
作
品
を
そ
の

手
法
に
落
と
し
込
む
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
デ
ィ
ス

ト
ピ
ア
文
芸
作
品
の
傑
作
だ
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

ディストピア文芸作品の傑作
マーガレット・アトウッド・著

 KADOKAWA・刊

■映画じゃないんだから、うまくいかなくても大丈夫。
（ジェーン・スー、高橋芳朗、ポプラ文庫）ラブコメ映画
を愛するジェーン・スーと音楽評論家の高橋芳朗が、ラブ
コメ映画を通して、女性の生き方を語る対談集。12のテー
マと関連するラブコメ映画について語る。文庫本のみの特
別対談も収録。■生きる言葉（俵万智、新潮新書）歌人・
俵万智の言葉をめぐる論考作品。スマホとネットが日常の
一部となり、特に顔の見えない人とのコミュニケーション
は便利な反面、やっかいになる時もある。言葉の力が生き
る力とも言える時代に、日本語の足腰をどう鍛えるのか、
歌人ならではの視点と自身の体験から徹底考察する。■読
んではいけない（森永卓郎、小学館）がん治療と余命宣言
を公表し、今年1月末に67歳で亡くなった経済アナリス
ト・森永卓郎。もうすぐ死ぬ私には、恐いものがない。誰
も言ってこなかったタブーを詳らかにすることこそ、私の
使命であると命を賭して政財界のタブーに挑んだ最後の問
題作。■珈琲怪談（恩田陸、幻冬舎）大手レコード会社で
プロデューサーをしている塚崎多聞は、友人である作曲家
の尾上に誘われて、外科医の水島、検事の黒田の旧友4人
で喫茶店で怪談話をすることになった。50代で仕事が多
忙な4人の男たちはさまざまな土地の喫茶店をハシゴをし
ながら怪談話に花を咲かせる。■心心（石田衣良、角川文庫）
渋谷にある専門学校の声優科に入学した石森陽児は、上海からやってきたア
ニメ好き少女・陽心心と出会う。異国の地でひたむきに夢を追う彼女に惹か
れながら、幼なじみの浩平、元高校球児の健太郎、子役あがりの遥、元キオ
スク女子の真琴といった年齢も出自も違う仲間たちとともに特訓の日々を送
る。ある日の夜、帰宅する心心のあとを興味本位でつけたところ、彼女を見
張る不審な車に気づく。■それいけ！平安部（宮島未奈、小学館）県立菅原
高校の入学式当日、同じクラスになった平尾安以加から牧原栞は声をかけら
れた。平安部を作りたいという安以加の熱意に入部を決めるが、新部を創設
するには5人の部員が必要だった。あと３人。クラスメートから上級生まで
声をかけ、部員集めに奔走する。平安時代の理解と絆を深める。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ラ
ブ
コ
メ
映
画
と
女
性
の
生
き
方
。
俵
万
智
の
言
葉
を
め
ぐ
る
論
考
。
森
永
卓
郎
、
最

後
の
問
題
作
。
50
代
の
男
４
人
が
喫
茶
店
で
怪
談
話
。
声
優
学
校
で
学
ぶ
上
海
留
学
生
の

秘
密
。
大
人
気
の
成
瀬
シ
リ
ー
ズ
作
者
の
新
・
青
春
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

イ
ギ
リ
ス
に
生
ま
れ
、
の
ち

に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
作
家

で
哲
学
者
の
ア
ラ
ン
・
ワ
ッ

ツ
（
１
９
１
５
〜
１
９
７
３
）

は
、19
歳
で
最
初
の
著
書
『The 

Spirit of Zen

』
を
発
表
し
た
。

60
年
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ

ャ
ー
の
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
、
禅
や
道
教
に

関
す
る
東
洋
思
想
の
解
説
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
本
書
は

彼
が
生
涯
で
唯
一
書
い
た
子
ど

も
向
け
絵
本
で
あ
る
。

　

あ
る
１
匹
の
魚
は
海
に
住
ん

で
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
育
っ

た
。
そ
の
魚
は
生
ま
れ
た
時
か

ら
ず
っ
と
大
海
原
の
真
ん
中
に

い
て
、
そ
れ
以
外
を
知
ら
な
か

っ
た
か
ら
、
海
の
中
に
い
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
作
品
は
寓
話
と
し
て
、

人
生
の
流
れ
に
調
和
す
る
と
い

う
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
る
。
ス
ト
ー

リ
ー
を
彩
る
魅
力
的
な
挿
し
絵

は
、
ベ
ト
ナ
ム
在
住
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
、
コ
ア
・
リ
ー
が

担
当
し
た
。
今
を
も
っ
と
大
切

に
し
、
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
と
同
時

に
哲
学
的
な
内
容
で
大
人
も
唸

ら
せ
る
内
容
だ
。　
　
（
高
田
）

大
海
原
に
住
む
１
匹
の
魚
の
物
語

 『The Fish Who Found the Sea』
Written by Alan Watts
Published by Sounds True
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EVENT
■ジャパンフェス＝ 7/6  10:00-18:00  Midtown East
（Lexington Ave 44-45th）今回はミッドタウンイー
ストで開催。さまざまな日本食や雑貨、アート、音
楽などが楽しめる人気ストリートフェア。おにぎり、
弁当、ラーメン、たこ焼き、シュークリームなどが
出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■仏教会の盆踊り＝ 7/13　12:00-16:00　NY仏教会
による毎年恒例の盆踊り。会場は 106丁目リバーサ
イドドライブとウエストエンド街の間。仏教では盆
踊りは歓喜絵（かんぎえ）として知られ、「最も楽し
い集まり」という意味で、深い感謝を込めて先立た
れた人や先祖を偲ぶ。僧太鼓、折り紙のブースも実施。
誰でも参加可能。
詳細は https://www.newyorkbuddhistchurch.org/
■サマー・ノスタルジア・ライド =7/19・8/10　
1930年代のビンテージ車両に乗車できるイベント。。
料金：一般 $60、17歳以下は $40（同博物館メンバー
は $10割引）
詳細は https://www.nytransitmuseum.org

MUSIC
■ J オーケストラ・コンサート＝ 7/18　20:00  
Carnegie Hall（57th St. & 7th Ave.）日本の医療従事
者を中心に構成された交響楽団「Jオーケストラ」の
NY公演。ドボルザークの交響曲第 9番「新世界より」、
ベートベンのピアノ協奏曲第5番「皇帝」、エドワード・
エルガー作曲の「威風堂々」を演奏する。指揮者は

柳澤寿男、ピアノは仲道郁代。入場無料だが要事前
予約。
詳 細 は h t t p s : / / w w w. c a r n e g i e h a l l . o r g /
Calendar/2025/07/18/J-Orchestra-0800PM

THEATRE/DANCE 
■第 18回ジャパンカッツ＝ 7/10～ 7/20  Japan 
Society（333 E 47th St,）北米最大の新作日本映画の
祭典。4部門（長編スレート、ネクストジェネレーショ
ン、クラシック、ショートフィルム）の 30作品を上
映する。期間中は主演俳優や監督などが来米し質疑
応答やパーティー等も開催される。入場料：一般＄20
～、会員 $14～、学生・シニアは $10～。
詳細は https://japansociety.org/fi lm/japancuts/

ART
■特別展「ヴァン・ゴッホの花」＝ 10/26まで　NY
植物園（29 00 Southern Boulevard）園内のガーデン
をキャンバスに色彩豊かなゴッホの作品をテーマに
制作された大規模アート、ひまわりのモニュメント、
フラワーデコレーション等を展示。金曜と土曜の夜
はゴッホの代表作『星降る夜』をテーマにした 10分
間のドローンショー「スターリー・ナイト」が行わ
れる。入場料：一般 $35～、学生・シニア $31～、2
～ 12歳 $15、会員・2歳以下は無料
詳細は https://www.nybg.org/

　

毎
夏
恒
例
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

パ
ー
ク
の
芝
生
で
見
る
無
料
映

画
上
映
会
、
第
32
回
「
サ
マ
ー

ム
ー
ビ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・

ス
タ
ー
ズ
」が
８
月
11
日
ま
で
、

毎
週
月
曜
の
午
後
８
時
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
。
42
丁
目
と
６

番
街
に
あ
る
公
園
内
の
会
場
は

午
後
５
時
か
ら
入
場
可
能
な
の

で
、
映
画
前
に
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
を
持
参
し
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

楽
し
も
う
。

　

上
映
作
品
は
、
７
月
７
日
が

青
年
と
精
神
分
析
医
と
の
心
の

交
流
を
描
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド

ラ
マ
『
グ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ル
・
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
／
旅
立
ち（Good 

Will Hunting

）』（
１
９
９
７

年
）、
14
日
が
人
類
の
滅
亡
が

迫
る
近
未
来
を
舞
台
に
し
た
Ｓ

Ｆ
映
画
『
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
ー

（Interstellar

）』（
２
０
１
４

年
）、
21
日
が
暴
漢
に
殺
さ
れ

た
男
性
が
幽
霊
と
な
っ
て
恋

人
を
守
る
姿
を
描
く
『
ゴ
ー

ス
ト
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
幻

（Ghost 

）』（
90
年
）、
28
日

が
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ
監
督
作

品
『
パ
ル
プ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
』（
94
年
）。
８
月
４
日
は
２

人
の
男
性
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

タ
ー
が
ペ
ア
で
世
界
に
挑
む
コ

メ
デ
ィ
『
俺
た
ち
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
タ
ー
（Blades of 

Glory

）』（
07
年
）、
11
日
が
当

時
32
歳
の
コ
ッ
ポ
ラ
監
督
に
よ

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ラ
マ
『
ゴ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
』（
72
年
）。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

bryantpark.org/activities/
movie-nights

を
参
照
す
る
。

ブライアント公園で
夏の野外映画
8月11日まで

 

星
の
島
句
会

投
げ
銭
を
パ
ン
ト
マ
イ
ム
へ
巴
里
祭 

太
田
風
子　

      

喉
ぼ
と
け
あ
ら
わ
に
ピ
ザ
や
ソ
ー
ダ
水 

亀
田
種
子

高
齢
の
母
に
夢
あ
り
胡
蝶
蘭 

豊
島
キ
ヌ　

故
郷
の
短
き
夏
よ
潮
浴
び
る 

長
谷
川
久
美
子

天
空
の
月
も
一
役
夏
芝
居 

原
ヤ
ス
子

hoshinoshima819@gmail.com

　

終
戦
80
年
を
祈
念
し
、
広
島

の
親
子
に
よ
る
井
上
ひ
さ
し
氏

の
名
作
『
父
と
暮
せ
ば
（The 

Face Of Jizo

）』
の
朗
読
会
が

７
月
22
日
（
火
）
と
23
日
（
水
）

の
午
後
７
時
か
ら
、FABnyc

の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
劇
場

（
東
４
丁
目
70
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。
広
島
で
生
ま
れ
て
育

っ
た
父
と
娘
が
、
広
島
弁
で
緻

密
に
作
り
込
ま
れ
た
同
作
品
を

ス
テ
ー
ジ
上
で
朗
読
す
る
。
父

親
役
を
務
め
る
三
宅
信
之
は
日

本
か
ら
こ
の
公
演
の
た
め
に
来

米
。
娘
役
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
俳
優
／
ダ
ン
サ
ー
の
三
宅

由
利
子
が
務
め
る
。ト
書
き（
登

場
人
物
の
行
動
、
状
況
な
ど
を

説
明
す
る
文
章
）
は
、
由
利
子

の
母
・
三
宅
ケ
イ
コ
が
務
め

る
。
広
島
出
身
者
た
ち
に
よ
り

語
ら
れ
る
物
語
に
、
井
上
ひ
さ

し
氏
と
も
深
い
交
流
の
あ
っ
た

翻
訳
家
・
映
画
監
督
の
ロ
ジ
ャ

ー
・
パ
ル
バ
ー
ス
氏
の
字
幕
を

つ
け
て
上
演
す
る
。
出
演
者
は

「
広
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
と

し
て
、
戦
争
の
記
憶
や
教
訓
を

ど
の
よ
う
に
後
世
へ
伝
え
て
い

く
か
を
模
索
し
続
け
る
中
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
世

界
平
和
や
核
兵
器
廃
絶
へ
の
願

い
を
広
く
発
信
し
て
い
く
と
同

時
に
、
戦
争
の
残
酷
さ
や
非
情

さ
、
そ
し
て
人
間
の
強
さ
や
美

し
さ
、親
子
や
家
族
の
尊
さ
を
、

観
る
方
々
と
共
に
感
じ
合
え
る

よ
う
な
空
間
を
創
り
出
せ
た
ら

と
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
映

像
制
作
は
大
澤
嘉
工 

。
ま
た
、

８
月
６
日
（
水
）
に
は
広
島
県

大
竹
市
玖
波
公
民
館
に
て
、
広

島
公
演
も
行
わ
れ
る
。

　

入
場
料
は
寄
付
制
（
推
奨

20
ド
ル
）。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://sites.google.

com/view/thefaceofjizo-
fatherdaughter/

を
参
照
。

「父と暮らせば」
NYで朗読会22、23日

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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